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この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合
証明書）をご覧ください。

このスパーク・アレスタはカナダ ICES-002 適
合品です。

はははじじじめめめににに
こここののの機機機械械械ははは回回回転転転刃刃刃ををを使使使用用用すすするるる乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ででであああ
りりり、、、一一一般般般ののの家家家庭庭庭でででののの使使使用用用ややや専専専門門門業業業務務務ににに従従従事事事すすするるる
プププロロロのののオオオペペペレレレーーータタタががが運運運転転転操操操作作作すすするるるここことととををを前前前提提提ととと
しししててて製製製造造造ささされれれててていいいままますすす。。。こここののの製製製品品品ははは、、、適適適切切切ななな管管管
理理理ををを受受受けけけててていいいるるる家家家庭庭庭ののの芝芝芝生生生ややや商商商用用用目目目的的的ででで使使使用用用さささ
れれれるるる芝芝芝生生生ににに対対対すすするるる刈刈刈りりり込込込みみみ管管管理理理ををを行行行うううここことととををを主主主
たたたるるる目目目的的的とととしししててて製製製造造造ささされれれててておおおりりりままますすす。。。本本本機機機ははは、、、
雑雑雑草草草地地地ややや農農農業業業用用用地地地にににおおおけけけるるる刈刈刈りりり取取取りりりなななどどどををを目目目的的的
とととしししたたた機機機械械械ででではははああありりりままませせせんんん。。。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。いまのうちに番号を
メモしておきましょう。

図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要 は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
間間間違違違っっったたた使使使いいい方方方ややや整整整備備備不不不良良良ははは人人人身身身事事事故故故なななどどどののの原原原
因因因とととなななりりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下
ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意ををを必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。

安全防災面については十分に配慮して設計し
種々のテストを経て製造されておりますが、以
下に示す注意を守らないと人身事故が発生す
るおそれがあります。

最最最大大大ののの安安安全全全性性性ををを確確確保保保ししし、、、こここののの芝芝芝刈刈刈りりり機機機ににに最最最高高高ののの
性性性能能能ををを発発発揮揮揮さささせせせ、、、製製製品品品にににつつついいいててて十十十分分分ななな知知知識識識ををを得得得
ててていいいたたただだだくくくたたためめめににに、、、エエエンンンジジジンンンををを始始始動動動すすするるる前前前ににに、、、
こここののの製製製品品品ををを扱扱扱うううすすすべべべてててののの方方方々々々ががが必必必ずずずこここののの説説説明明明書書書
ををを読読読みみみ、、、内内内容容容ををを十十十分分分ににに理理理解解解しししてててくくくだだださささいいい。。。安安安全全全
注注注意意意標標標識識識（（（図図図 222）））のののつつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずず
おおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、
「「「危危危険険険」」」なななどどど「「「人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項」」」
ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれらららははは、、、安安安全全全上上上、、、特特特ににに重重重要要要
ななな注注注意意意事事事項項項ででですすすかかかららら、、、内内内容容容をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし
てててくくくだだださささいいい。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと人人人身身身事事事故故故
ががが発発発生生生すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

芝芝芝刈刈刈りりり機機機ののの安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般注注注
意意意事事事項項項
以下に挙げる注意事項は、 規格および
EN836:1997 規格から抜粋されたものです。

この刈り込み機械は手足を切断したり物をはね
飛ばしたりする能力があります。以下に挙げる
注意事項を守らないと、死亡事故などの重大な
人身事故が発生する危険があります。

トトトレレレーーーニニニンンングググ

• 各注意事項を注意深く読んでください。各
部の操作方法や本機の正しい使用方法に十
分慣れておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械を
操作させないでください。地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けている
ことがありますのでご注意ください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレー
タやユーザーが責任を負うものであること
を忘れないでください。

• 機体についている標識や絵文字の意味やそ
の説明をよく理解してください。マニュア
ルにも説明があります。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人すべてに適切なトレーニ
ングを行ってください。

• 芝刈り機の取り扱いは注意を集中して慎重
に行なってください。

• 斜面で機体が不安定になると、ブレーキで制
御することはほとんど不可能になります。

斜面で制御不能となるおもな原因は：

– タイヤグリップの不足

– 速度の出しすぎ

– ブレーキの不十分

– 機種選定の不適当

– 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握
していなかった

– 重量配分の不適切

ガガガソソソリリリンンンにににつつついいいててて

警警警告告告：ガソリンは引火性が極めて高い。以下の
注意を必ず守ってください。

• 燃料は専用の容器に保管する。

• 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙を厳
守する。

• 給油はエンジンを掛ける前に行う。エンジ
ンの運転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのフタを開けたり給油したりしない。

• ガソリンがこぼれたらエンジンを掛けない。
機械を別の場所に動かし、気化したガソリ
ンが十分に拡散するまで引火の原因となる
ものを近づけない。

• 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタは
しっかり締める。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 作業には頑丈な靴と長ズボンを着用してく
ださい。また、裸足やサンダルで機械を運
転しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちて
いないか、作業場所をよく確認し、石、木
の枝、針金、骨などの異物をすべて取り除
きましょう。

• 運転前には、デフレクタや集草バッグなど
のガード類が適切に装備されており安全装
置が正常に作動していることを、必ず確認
しましょう。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレード･ボル
ト、カッター･アセンブリの目視点検を行っ
てください。バランスを狂わせないように
するため、ブレードを交換するときにはボ
ルトもセットで交換してください。
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始始始動動動

• エンジンを掛ける前には、ブレード回転ス
イッチをOFFにし、クラッチをニュートラル
にセットしてください。

• エンジンを始動するときやセルモータのス
イッチを入れる時には、マニュアルで説明し
ている手順を守って注意深く行い、ブレー
ドや刈りかす排出部から足を十分に遠ざけ
ておいてください。

運運運転転転操操操作作作

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえる
ような場合には機械を運転しないで安全な
場所に避難してください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では
絶対に作業をしないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行っ
てください。

• ぬれた芝の上での運転は可能な限り避けて
ください。

• 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠
らないようにしましょう。

• 刈りかすの排出方向に気を付け、絶対に人
に向けないようにしてください。

• 回転部やその近くには絶対に手足を近づけ
ないでください。また排出口の近くにも絶
対に人を近づけないでください。

• 機械を後退させるときや、手前に引くとき
には安全に十分注意してください。

• 作業中は絶対に走らないでください。

• 斜面：

– 急斜面での刈り込みはしないでくださ
い。傾斜が18度を超える斜面の刈り込み
はしないでください。

– 斜面では十分に慎重な運転を心がけま
しょう。

– 斜面は横切るように刈り込み、決して
上下方向に刈り込まないでください。ま
た、斜面で進行方向を変えるときには十
分に慎重に行なってください。

– 斜面では常に足元を確保してください。

• 走行クラッチを入れる時、特にハイギアで
クラッチを入れる時には、スロー・スロッ
トルで行なってください。斜面での運転や
旋回は、確実に制御できるように必ず低速
で行なってください｡

• 芝地以外の場所を通る時や、現場から現場
への移動の際には芝刈り機のブレードを停
止させてください。

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め
切った場所ではエンジンを運転しないでく
ださい。

• 以下の場合にはエンジンを止めてください。

– 機体から離れるとき。

– 燃料を補給する前。

– 集草バスケットを取り外すとき。

• 以下の場合には、まずエンジンを停止さ
せ、点火プラグのコードを外すかスイッチ
を切ってください。

– 詰まりを取り除くときや排出シュート内
部の異物を除去するとき。

– 芝刈機の点検・清掃・整備作業などを
行うとき。

– 機械を何かにぶつけたとき。この場合は
機械に損傷がないか点検し、必要があれ
ば修理を行い、点検修理が終わるまでは
機械の使用を再開しないでください。

– 機械が異常な振動を始めたとき（直ち
に点検）。

• 道路付近で作業するときや道路を横断する
ときは通行に注意しましょう。

• 運転位置を離れる前に

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを
下降させ、

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車
ブレーキを掛け、

– エンジンを止め、キーを抜き取ってく
ださい。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボル

ト、ナット、ネジ類が十分に締まっている
かを確認してください。

• 機体の洗浄に、高圧洗浄器を使用しないで
ください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管す
る場合は、必ず燃料タンクを空にし、火元
から十分離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、
エンジンが十分冷えていることを確認して
ください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、
バッテリーや燃料タンクや燃料置き場の周
囲に、草や木の葉、余分なグリスなどが溜
まらないようご注意ください。
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• グラスキャッチャーやガード類はキズや破
損が出やすいのでこまめに点検し、必要に
応じてメーカーが推奨するパーツと交換し
てください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全
のために交換してください。

• マフラーが破損したら必ず交換してくださ
い。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合
は屋外で作業を行ってください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジ
ンの回転数を上げすぎたりしないでくださ
い。規定以上の速度でエンジンを運転すると
人身事故が起こる恐れが大きくなります。

• 複数のブレードを持つ機械では、１つのブ
レードを回転させると他も回転する場合が
ありますから注意してください。

• 機械の調整中に指などを挟まれないように
十分注意してください。

• いいいつつつももも最最最高高高ののの性性性能能能ををを維維維持持持すすするるるたたためめめににに、、、交交交換換換
部部部品品品やややアアアクククセセセサササリリリははは必必必ずずずToroToroToroののの純純純正正正品品品をををごごご
使使使用用用くくくだだださささいいい。。。非非非純純純正正正ののの 類類類似似似品品品 ややや非非非純純純正正正
アアアクククセセセサササリリリををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。危危危険険険
ななな場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめににに：：：
ToroToroToro かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はToroの芝刈り機を安全に使
用していただくために必ずお守りいただきた
い事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばした
りする能力があります。重傷事故や死亡事故を
防ぐため、注意事項を厳守してください。

この製品は芝生の刈り込み、リサイクリング
刈り、あるいは、集草袋を取り付けての集草刈
りを行うための製品です。本来の目的から外れ
た使い方をするとユーザーや周囲の人間に危
険な場合があります。

一一一般般般的的的ななな注注注意意意事事事項項項

• 芝刈りを始める前に周囲に人がいないこと
を確認してください。人が近づいてきたら
機械を停止させてください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分があり
ますので、これらの部分に触れないよう注
意してください。保守、調整、整備などの
作業は、マシン各部が安全な温度に下がっ
てから行ってください。

• Toroが認可していないアタッチメントは使
用しないでください。認可されていないア
タッチメントを御使用になると製品保証を
受けられなくなる場合があります。

• 頭上の安全（木の枝、門、電線など）に注
意し、これらに機械や頭をぶつけないよう
に注意してください。

• 旋回するときは減速し、十分な注意を払っ
て行ってください。

• 乗車状態で縁石を乗り越えたり、岩や木の
根などの障害物を乗り越える時には十分に
注意してください。

• バックするときには、足元と後方の安全に
十分な注意を払ってください。バックする
場合には安全に特にご注意ください。

• 急な運転操作を避け、落ち着いた着実な動
作で運転してください。

• 人を乗せないでください。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作

どんなに安全そうな斜面やバンクであっても油
断せず慎重に運転してください。法面での作業
に自信が持てない場合には、そのような場所で
の作業を行わないでください。

• 芝刈り現場に岩や木の幹などの障害物があ
る場合には取り除いておきましょう。

• 隠れた穴やわだちなどに警戒を怠らないで
ください。深い芝生に隠れて障害物が見え
ないことがあります。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くな
どでは十分に注意してください。万一車輪が
段差や溝に落ちたり、地面が崩れたりする
と、機体が瞬時に転倒し、非常に危険です。

• 集草袋などのアタッチメントを使用する際
には、特別の注意が必要です。アタッチメ
ントによってマシンの安定性が変わります
からご注意ください。

• 斜面では動作も運転操作もゆっくりと行う
ことが原則です。急に方向を変えたり急な
加速やブレーキ操作をしないでください。

• 法面の刈り込みは横断しながら行ってくだ
さい。

整整整備備備作作作業業業

• ガス湯沸かし器やストーブなどの裸火の近
くでは、絶対に機械や燃料容器を保管･格納
しないでください。
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• ボルトナット類、特にブレード取り付け
ボルトがゆるまないように注意してくださ
い。マシンを常に良いコンディションに維
持しましょう。

• 絶対に安全装置にいたずらをしないでくだ
さい。使用するごとに、安全装置が正常に
動作することを確認してください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交
換部品は必ず純正品をお使いください。

• ブレーキの状態を頻繁に点検してくださ
い。必要に応じて調整や整備を確実に行っ
てください。

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における
音圧レベルが 93 dBA であることが確認されて
います； ただしこの数値には不確定値（K）1
dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手
順に則って実施されています。

音音音力力力
この機械は、音力レベルが 105 dBA であること
が確認されています； ただしこの数値には不
確定値（K）1 dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順
に則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 1.1 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.8 m/s2

不確定値（K） = 0.6 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.74 m/s2

不確定値（K） = 0.37 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実
施されています。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

G011841

図図図 333

このページをコピーしてお使いください。

1. この機械を安全に使用できる斜度の上限は 202020 度度度ででですすす。 スロープ・チャートで斜度を確認して作業を行うようにしてください。傾傾傾斜斜斜ががが202020
度度度以以以上上上ののの斜斜斜面面面ででで使使使用用用しししななないいいこここととと 推奨されている角度にあわせて折る。

2. この縁を垂線（立ち木、建物、フェンスなど）に合わせる。

3. 折り線と斜面の比較の仕方。

8

 



安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

93-701093-701093-7010

1. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 異物が飛び出す危険：デフレクタを取り付けて運転すること。

3. ブレードによる手足切断の危険：可動部に近づかないこと。

93-781893-781893-7818

1. 警告：ブレード･ボルト/ナットは115～149 Nm （11.8～15.2
kg.m）にトルク締めする；トルク締めの方法についてはオペ
レーターズマニュアルを読むこと。

98-197798-197798-1977

1. 巻き込まれる危険： 可動部に近づかないこと。

106-5517106-5517106-5517

1. 警告：表面が熱いので触れないこと。

110-2067110-2067110-2067

110-2068110-2068110-2068

1. 参照：オペレーターズマニュアル。

115-4186115-4186115-4186

1. インターバル
2. PTO
3. 駐車ブレーキ
4. ニュートラル

5. オペレータ・プレゼンス･スイッチ

6. バッテリー
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115-4212115-4212115-4212

1. 油圧オイルのレベル 3. 警告：高温部に触れない
こと。

2. 参照：オペレーターズマニュ
アル。

116–3267116–3267116–3267

116-3290116-3290116-3290

117-3628117-3628117-3628

1. ベルトの張りの調整：146mm

11
9-

86
63

>10°

>20°

119–8663119–8663119–8663

1. 転倒の危険： 10度を超える斜面では上下方向に刈らないこ
と。20度以上の斜面では横切り方向にも刈らないこと。

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであることを
示す。
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バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。

117-0454117-0454117-0454

1. 走行コントロール 3. 低速 5. 後退 7. オペレータ・プレゼンス･ス
イッチ

2. 高速 4. ニュートラル 6. PTO： 切

117–3626117–3626117–3626

1. 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 警告：講習を受けてから運転すること。 6. 警告：機械の整備を行うときは必ず駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、点火プラグコードを外すこと。

3. 異物が飛び出す危険：デフレクタを取り付けること。 7. 警告：車両を離れるときは駐車ブレーキを掛け、エンジンを
停止させること。

4. 手足や指の切断の危険： 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

8. スリップなどの危険： 段差の近く、水の近くで運転しないこと；
段差などから十分離れて作業すること。
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119-7245119-7245119-7245

1. 駐車ブレーキ： 切 4. 高速 7. PTO： 入

2. 駐車ブレーキ： 入 5. 無段階調整 8. PTO： 切

3. 走行コントロール 6. 低速 9. エンジン速度

119-7285119-7285119-7285

1. 整備作業前にオペレーターズマニュア
ルを読むこと。

3. 50 運転時間ごとに潤滑する。 5. 50運転時間ごとに油圧オイルを点検す
る。

2. 50運転時間ごとにタイヤ空気圧を点検
する｡

4. 500運転時間ごとにキャスタ・ホイールの
グリスアップを行う。

6. 8運転時間ごとにエンジン・オイルを点
検する。
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製製製品品品ののの概概概要要要

図図図 444

1. 側方排出シュート 7. コントロール・レバー

2. バッテリー 8. マニュアル保管チューブ

3. エンジン 9. プラットホーム（下げた位
置）

4. 燃料バルブ 10. 油圧タンク

5. 燃料タンク 11. デッキ

6. 各部の名称とはたらき 12. 前キャスタ・ホイール

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動して作業を始める前に、
各部分（図 5）の操作方法をよく知っておい
てください。

g012844

3 4
5 6 7 8

9

10

11
12

13
14

図図図 555

1. 駐車ブレーキ･レバー 8. 燃料キャップ

2. チョーク 9. 刈高ピン

3. アワー・メータ 10. プラットホーム固定ラッチ

4. 始動スイッチ 11. スロットル・コントロール

5. 速度コントロール・レバー 12. 右コントロール･レバー

6. 燃料計 13. ブレード・コントロール・ス
イッチ（PTO）

7. 刈高レバー 14. 左コントロール･レバー

アアアワワワーーー・・・メメメーーータタタ

エンジンの積算運転時間を表示します。エンジ
ンが作動中に作動します。表示時間を目安にし
て定期整備の計画を立ててください（図 6）。

燃燃燃料料料計計計

燃料計はタンクの上、中央部にあります
(図 5)。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククのののイイインンンジジジケケケーーータタタ

アワーメータに黒色三角形が表示されていれ
ば、そのインタロックは正しい位置にセットさ
れています（図 6）。

バババッッッテテテリリリーーー・・・イイインンンジジジケケケーーータタタ･･･ララランンンプププ

始動キーを数秒間 OnOnOn 位置にすると、バッテ
リーの電圧が表示されます。表示は、アワー
メータの数値表示部を使って行なわれます。

始動キーを ON にしたとき、チャージが適正位
置よりも低いとバッテリー・ランプが点灯しま
す（図 6）。
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図図図 666

1. 安全インタロックのマーク 3. アワー・メータ

2. バッテリー・ランプ

速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル・・・レレレバババーーー

この機械は無段変速です。このレバーで走行速
度の制御を行います。

スススロロロッッットトトルルル・・・コココンンントトトロロローーールルル

スロットル・コントロールは FastFastFast と SlowSlowSlowの間
で調整することができます。

チチチョョョーーーククク

冷えているエンジンを始動する時に使用しま
す。

ブブブレレレーーードドド・・・コココンンントトトロロローーールルル・・・スススイイイッッッチチチ（（（PTOPTOPTO）））

ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）は、
芝刈り機のブレードを回転させる電気クラッチ
のスイッチで、右コントロール・レバーをセン
ター（ロック解除）位置にセットした状態で使
用します。スイッチを上に引くとクラッチが入
ります。ブレードの回転を止めるには、ブレー
ド・コントロール・スイッチ（PTO）を押し下
げるか、右コントロール・レバーから手を離し
てニュートラル（ロック）位置にします。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチはエンジンの始動を行うスイッ
チで、３つの位置があります：OFF,OFF,OFF, RUNRUNRUN と
STARTSTARTSTART の3位置です。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルル･･･レレレバババーーー

動作コントロール・レバーは、マシンの前進、
後退、左右への旋回を制御します。

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

機械を移送したり保管したりする場合は、燃
料バルブ（エンジンの右側にあります）を閉じ
てください。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。

仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

122cm122cm122cm デデデッッッキキキ：：：

幅（デフレクタを下げた状態） 161.3cm

長さ（プラットホームを下げた状
態）

188cm

長さ（プラットホームを上げた状
態）

147.3cm

高さ 121.9cm

重量（20馬力エンジン搭載機） 399.6 kg

重量（24馬力エンジン搭載機） 402.8 kg
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
自動車用の無無無鉛鉛鉛レギュラー・ガソリンを御使用
ください（ポンプ・オクタン価 85 以上）。無
鉛ガソリンが入手できない場合には有鉛ガソリ
ンを使用して差し支えありません。

重重重要要要 メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、
101010％％％以以以上上上のののエエエタタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンななな
どどどははは本本本機機機ののの燃燃燃料料料シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら絶絶絶
対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ガガガソソソリリリンンンにににオオオイイイ
ルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや
火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの平平平らららななな場場場所所所ででで、、、エエエンンン
ジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリ
ンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななな
いいい。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料タタタンンン
クククののの首首首ののの根根根元元元まままででで燃燃燃料料料ををを入入入れれれるるる。。。こここれれれははは、、、
温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふ
れれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。
燃燃燃料料料ののの入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、燃燃燃料料料漏漏漏れれれやややエエエンンンジジジンンン・・・
トトトラララブブブルルルややや排排排気気気浄浄浄化化化装装装置置置（（（がががつつついいいててていいいるるる場場場
合合合にににははは）））のののトトトラララブブブルルルにににつつつななながががるるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすす
るるる。。。303030日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンン
ににに引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたた
りりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

警警警告告告

ガガガソソソリリリンンンののの誤誤誤飲飲飲ははは非非非常常常ににに危危危険険険ででで、、、生生生命命命ににに関関関わわわ
るるる。。。まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体
ににに重重重篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口ににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 目目目ややや皮皮皮膚膚膚にににガガガソソソリリリンンンががが付付付かかかななないいいよよようううにににすすす
るるるこここととと。。。

スススタタタビビビララライイイザザザーーー///コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー

添加剤としてスタビライザー/コンディショ
ナーを使用してください。この添加剤には以
下のような働きがあります。

• 保管中のガソリンの劣化を防止する。ただ
し90日間。以上の保管を行う場合はガソリ
ンタンクを空にしておくほうが望ましい。

• 運転中のエンジンのクリーニングを行う。

• ゴム状やニス状の物質の発生を抑え、エン
ジンの始動をスムーズにする。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルルををを含含含んんんだだだ添添添加加加
剤剤剤ははは絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

適量のスタビライザー/コンディショナーを
ガソリンに添加してください。

注注注 燃料スタビライザー/コンディショナー
はガソリンが新しいうちに添加するのが一
番効果的です。燃料系にワニス状の付着物
が発生するのを防ぐため、燃料スタビライ
ザーは必ず使用してください。
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燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

注注注 燃料タンク一杯に入れないこと。燃料タン
クの首の根元まで燃料を入れる。これは、温度
が上昇して燃料は膨張したときにあふれないよ
うに空間を確保するためである。

1. 平らな場所に停車してください。

2. エンジンを止め、駐車ブレーキを掛ける。

3. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに
拭く。

4. 燃料タンクの首の根元まで燃料を入れる。
温度が上昇して燃料は膨張したときにあふ
れないように、必ず上部に空間を確保する
こと図 7。

2

4

3

G012565

1

5

図図図 777

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、必ずエンジン･
オイルの量を点検してください。点検手順は
「エンジンの保守」の「オイルの量の点検」
を参照してください。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
新しいエンジンが本来の出力を発揮できるよう
になるまでには多少の時間が掛かります。刈り
込みデッキや駆動系統も、機械が新しいうちは
摩擦抵抗などが大きいため、エンジンにはやや
大きな負担がかかります。これを考慮して、新
しい機械については、使用開始後40～50 時間
を慣らし運転期間としてください。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに記載されている安全上の注
意やステッカーの表示内容を良く読んでくだ
さい。この機械についてよく知っておくこと
があなた自身や周囲の人を事故から守ること
につながります。

目、耳、足、頭などの保護具を使用されること
をお勧めします。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置
ででで 858585 dBAdBAdBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴
覚覚覚ににに障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの操操操作作作
停止中や、誰も乗車していない時は、必ず駐車
ブレーキを掛けてください。運転前に毎回、
駐車ブレーキが正しく作動することを確認し
てください。

駐車ブレーキがスリップするようになったら調
整してください。「駐車ブレーキの整備」を
参照。

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで
運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの掛掛掛けけけ方方方

駐車ブレーキ・レバーを手前に引き上げると
ブレーキが掛かる（図 8）。
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図図図 888

1. 駐車ブレーキがかかった
状態

2. 駐車ブレーキが解除され
た状態

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの外外外ししし方方方

Pブレーキ･レバーを一旦手前に引いてスロット
にいれ、それから前に倒す。

ブブブレレレーーードドド・・・コココンンントトトロロローーールルル・・・スススイイイッッッチチチ
（（（PTOPTOPTO）））ののの使使使いいい方方方
ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
は、芝刈り機のブレードの回転と停止を制御す
るスイッチで、右コントロール・レバーとと
もに使用します。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののブブブレレレーーードドド（（（PTOPTOPTO）））ををを回回回転転転
さささせせせるるる

1. 刈り込みブレードを回転させるには、ま
ず、右コントロール・レバーをセンター
（ロック解除）位置にセットします。

2. ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
を引き上げ、右コントロール・レバーをセ
ンター（ロック解除）位置に押し下げたま
ま、ブレード・コントロール・スイッチ
から手を離します。

G008945

図図図 999

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののブブブレレレーーードドド（（（PTOPTOPTO）））ををを解解解除除除
すすするるる

刈り込みブレードの回転を止める方法は 2 つ
あります。

• ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
を押し下げて OFF 位置にします。

• または、動作コントロール・レバーを
ニュートラル位置に戻し、右コントロー
ル・レバーをニュートラル（ロック）位置
にします。

G009174

図図図 101010

スススロロロッッットトトルルルののの操操操作作作
スロットル・コントロールは FastFastFast と SlowSlowSlowの
間で調整することができます（図 11）。

ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
を使うときは、必ずスロットルは Fast 位置
で使用してください。

G008946

図図図 111111

チチチョョョーーークククののの操操操作作作
冷えているエンジンを始動する時に使用しま
す。

1. エンジンが冷えている時はチョークを使
用します。

2. チョークのつまみき引き出すとチョークが
セットされる。その後にエンジンを始動す
る(図 12)。

3. エンジンが始動したらチョークのつまみを
押し込んでチョークを解除する（図 12）。
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G008959

1

2

図図図 121212

1. On 2. OFF

始始始動動動スススイイイッッッチチチののの操操操作作作
1. 始動キーを Start 位置に回す（図 13）。エ

ンジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 111 度度度ににに 555 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし101010秒秒秒間間間以以以内内内ににに
エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、151515秒秒秒間間間
待待待っっっててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくく
だだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタ･･･
モモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後
には、一度の始動操作でエンジンが始動で
きない場合があります。

START

RUN

STOP

G008947

図図図 131313

2. エンジンを停止させるには、キーを Stop
位置に回す。

速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル・・・レレレバババーーーののの使使使いいい
方方方
この機械には、速度コントロール・レバーがつ
いており、最高走行速度の制御を行なうことが
できます。走行速度はオペレータが調整するこ
とができます。機械に慣れないうちは、一番遅
い速度で使用することをお奨めします。

1. 速度コントロール･レバーを希望の設定に
セットする。

• 前進方向に一杯に倒すと最高速度とな
り、機械の反応も一番速くなる。

• 後退方向に一杯に倒すと最低速度とな
り、機械の反応もなめらかになる。

2. 走行コントロール・レバーを使って走行を
行なう。走行速度は速度コントロール・レ
バーでセットされているので、走行コント
ロールレバーをフロント・バーに押し付け
るように前へ倒せばよい。

図図図 141414

燃燃燃料料料バババルルルブブブののの使使使いいい方方方
移送や保管をする場合は、燃料バルブを閉じて
ください（図 15）。

エンジンを始動するときには、忘れずに燃料バ
ルブを開いてください。

18

 



G008948

1

2

図図図 151515

1. On 2. OFF

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

1. 点火プラグに点火コードを接続する。

2. 燃料バルブを開く。

3. 右コントロール･レバーをニュートラル
（ロック位置）にセットする。

4. 駐車ブレーキが掛かっているのを確認す
る；「駐車ブレーキの掛け方」を参照。

5. ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
をOffOffOff 位置にセットする。

6. スロットル･レバーを FastFastFast と SlowSlowSlow の中間
位置にセットする。

注注注 エンジンが温まっている時はチョーク
操作は 不要 です。

図図図 161616

7. 始動キーを Start 位置に回す（図 13）。エ
ンジンが始動したら、キーから手を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタははは 111 度度度ににに 555 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。もももししし101010秒秒秒間間間以以以内内内ににに
エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししなななかかかっっったたた場場場合合合ははは、、、151515秒秒秒間間間
待待待っっっててて、、、そそそれれれかかからららもももううう一一一度度度始始始動動動ををを試試試みみみてててくくく
だだださささいいい。。。こここののの手手手順順順ををを守守守らららななないいいとととスススタタターーータタタ･･･
モモモーーータタタををを焼焼焼損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後
には、一度の始動操作でエンジンが始動で
きない場合があります。

START

RUN

STOP

G008947

図図図 171717

1. OFF 3. 始動
2. Run

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで
運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。
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始動スイッチを OFF にする前に、低スロット
ルでエンジンのアイドル運転を 60 秒間おこ
なう。

図図図 181818

重重重要要要 移移移送送送ややや保保保管管管をををおおおこここなななううう場場場合合合ははは、、、燃燃燃料料料ももも
れれれををを確確確実実実ににに防防防止止止すすするるるたたためめめににに必必必ずずず燃燃燃料料料バババルルルブブブををを
閉閉閉じじじてててくくくだだださささいいい。。。保保保管管管ををを行行行なななううう場場場合合合にににははは、、、安安安
全全全のののたたためめめににに点点点火火火プププラララグググのののコココーーードドドををを抜抜抜いいいててておおおいいい
てててくくくだだださささいいい。。。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムム

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､
こここれれれををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり
得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななな
いいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチののの動動動作作作
ををを点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換
修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

安全のために、以下の条件がそろわないと刈り
込みブレードは回転できないようになってい
ます：

• 右コントロール・レバーがセンター（ロッ
ク解除）位置にセットされている。

• ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
が引き上げられてononon位置にある。

右コントロール・レバーから手を離す、あ
るいはニュートラル（ロック）位置に動か
すと、ブレードは回転を停止します。

アワーメータには、インタロックが正しい
位置にセットされているかどうかがマーク
で表示されます。正しい位置にある場合に
は、その安全装置の表示場所に三角形の
マークが表示されます。

図図図 191919

1. インタロック装置が正しい位置にセットされている場合には、
三角形が表示されます。

イイインンンタタタロロロッッッククク･･･シシシススステテテムムムのののテテテススストトト

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

機械を使用する前には、必ずインタロック･シ
ステムのテストをしてください。

注注注 安全装置が正しく動作しない場合には直
ちに修理が必要です。弊社代理店に連絡して
ください。

1. エンジンを始動する；運転操作 (ページ 15)
の「エンジンの始動と停止」を参照。

2. 駐車ブレーキを掛け、

3. 右コントロール・レバーをセンター（ロッ
ク解除）位置にセットする。ブブブレレレーーードドドががが回回回
転転転しししなななけけけれれればばば正正正常常常。。。

4. 走行コントロール・レバーを前に倒す。エエエ
ンンンジジジンンンががが停停停止止止すすすれれればばば正正正常常常。。。

5. エンジンを始動し駐車ブレーキを解除する。

6. 右コントロール・レバーをセンター（ロッ
ク解除）位置にセットする。

7. 右コントロール・レバーをセンター位置
（ロック解除位置）に押し下げたまま、ブ
レード・コントロール・スイッチ（PTO）
を引き上げてPTOスイッチから手を離す。
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クラッチが入って刈り込みデッキのブレー
ドが回転を始めれば正常。

8. 右コントロール・レバーから手を離すか
ニュートラル位置（ロック位置）に動かす
かする。ブブブレレレーーードドドががが回回回転転転ををを停停停止止止すすするるるががが、、、エエエ
ンンンジジジンンンははは作作作動動動ををを続続続けけけれれればばば正正正常常常。。。

9. ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
を押し下げ、右コントロール・レバーをセ
ンター（ロック解除）位置にセットする。

10.右コントロール・レバーをセンター位置
（ロック解除位置）に押し下げたまま、ブ
レード・コントロール・スイッチ（PTO）
を引き上げてPTOスイッチから手を離す。
クラッチが入って刈り込みデッキのブレー
ドが回転を始めれば正常。

11.ブレード・コントロール・スイッチ（PTO）
を押し下げて OFF 位置にします。ブブブレレレーーー
ドドドががが回回回転転転ををを停停停止止止すすすれれればばば正正正常常常

12.エンジンが作動している状態で、ブレー
ド・コントロール・スイッチ（PTO）を引き
上げ、右コントロール・レバーをセンター
（ロック解除）位置に押し下げずに、ブ
レード・コントロール・スイッチから手を
離す。ブブブレレレーーードドドががが回回回転転転しししなななけけけれれればばば正正正常常常。。。

警警警告告告

オオオペペペレレレーーータタタ用用用プププラララッッットトトホホホーーームムムははは重重重いいいのののででで、、、上上上
げげげ下下下げげげすすするるる時時時にににけけけがががをををしししななないいいよよようううににに十十十分分分注注注意意意
しししててて取取取りりり扱扱扱うううこここととと。。。プププラララッッットトトホホホーーームムムははは、、、適適適切切切
ににに支支支持持持しししててておおおかかかななないいいとととラララッッッチチチ・・・ピピピンンンををを抜抜抜いいいたたた
ととときききににに突突突然然然落落落ちちちてててくくくるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

••• プププラララッッットトトホホホーーームムムののの上上上げげげ下下下げげげををを行行行ううう時時時ににに、、、
指指指ややや手手手ををを挟挟挟まままななないいいよよようううににに十十十分分分ににに注注注意意意すすするるる
こここととと。。。

••• ラララッッッチチチ・・・ピピピンンンををを抜抜抜くくく前前前ににに、、、プププラララッッットトトホホホーーー
ムムムががが適適適切切切ににに支支支持持持ささされれれててていいいるるるのののををを確確確認認認すすするるる
こここととと。。。

••• まままたたた、、、たたたたたたんんんででで上上上位位位置置置にににセセセッッットトトすすするるる時時時ににに
ははは、、、ラララッッッチチチｋｋｋががが確確確実実実にににかかかかかかっっっててていいいるるるこここととと
ををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。ラララッッッチチチががが確確確実実実にににセセセッッットトト
ささされれれるるるよよよううう、、、プププラララッッットトトホホホーーームムムをををクククッッッシシショョョ
ンンンにににしししっっっかかかりりりととと押押押ししし付付付けけけてててラララッッッチチチををを掛掛掛けけけ
るるるこここととと。。。

••• プププラララッッットトトフフフォォォーーームムムををを上上上昇昇昇さささせせせるるるととときききにににははは周周周
囲囲囲ににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

プププラララッッットトトホホホーーームムムののの使使使いいい方方方
この機械は、プラットホームを上げた状態で
も、下げた状態でも使用することができます。

どちらの方法で運転するかはオペレータが好
みで決めてください。

プププラララッッットトトホホホーーームムムををを上上上げげげたたた状状状態態態ででで運運運転転転すすするるる

以下のような場合は、プラットホームを上げた
状態で運転する方をお奨めします：

• 段差などがある場所の近くで運転する

• マシンが長すぎるぐらいの狭い場所を刈
り込む

• 低い枝などの障害物が上から下がっている
場所で作業する

• 移送に際してトレーラなどへ積み込む

• 法面を登る

プラットホームを上位置にセットするには、
プラットホームの後部を持ち上げ、ラッチ・
ピンとノブでロックします。ラッチが確実に
セットされるよう、プラットホームをクッ
ションにしっかりと押し付けてラッチを掛け
てください。

プププラララッッットトトホホホーーームムムををを下下下げげげたたた状状状態態態ででで運運運転転転すすするるる

以下のような場合は、プラットホームを下げた
状態で運転する方をお奨めします：

• 通常の刈り込み作業

• 法面を横断する

• 法面を下る

プラットホームを下位置にセットするには、プ
ラットホームをクッションに押し付けるように
しながらラッチ・ピンをはずし、ノブを引き出
してプラットホームを下げます。
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図図図 202020

1. プラットホーム（上げた位
置）

3. ノブを引いてプラットホーム
を下げる。

2. プラットホーム（下げた位
置）

前前前進進進ととと後後後退退退
エンジンの速度（1分間の回転数）はスロット
ル･コントロールによって制御されています。
スロットル･コントロールを高速位置にすると
ベストのパフォーマンスが得られます。芝刈り
作業を行う時は、必ずスロットルを Fast 位置
にセットしてください。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ははは高高高速速速急急急旋旋旋回回回ががが可可可能能能ででであああるるる。。。確確確実実実ににに
コココンンントトトロロローーールルルしししななないいいととと人人人身身身事事事故故故ややや機機機械械械ををを破破破損損損
すすするるるなななどどどののの事事事故故故ををを起起起こここすすす。。。

小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落とととすすす
こここととと。。。

前前前進進進走走走行行行

1. 駐車ブレーキを解除する；「運転操作」の
「駐車ブレーキの外し方」を参照。

2. 右コントロール・レバーをセンター（ロッ
ク解除）位置にセットする。

G012182

4
5

1

2

3

3        4

図図図 212121

1. フロント・バー 4. 右コントロール･レバー

2. 左コントロール･レバー 5. 右コントロール･レバーの
ニュートラル（ロック）位置

3. リア・バー

3. 前進するには、まず速度コントロール･レ
バーを希望の速度にセットする。

4. 走行コントロール・レバーをゆっくりと前
に倒す（図 22）。

注注注 駐車ブレーキを掛けたままで走行コン
トロール･レバーを操作すると、エンジン
が停止します。

前進･後退とも、レバーを遠くへ押す（引
く）ほど走行速度が上がります。

停止するには、動作コントロール・レバー
をすべてニュートラル位置にする。
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図図図 222222

後後後退退退走走走行行行

1. 右コントロール・レバーをセンター（ロッ
ク解除）位置にセットする。

2. 走行コントロール・レバーをゆっくりと後
ろに倒す（図 23）。

図図図 232323

停停停止止止
停止させる時には、動作コントロール・レバー
をニュートラルにし、右コントロール・レバー
をニュートラル（ロック）位置にし、PTOを解
除し、始動キーを OFF に回す。

運転席を離れるときには駐車ブレーキを掛けて
ください；「運転操作」の「駐車ブレーキの
掛け方」を参照。また、忘れずに始動キーを
抜き取ってください。

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで
運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるる
バイパス・バルブを開くことにより、エンジ
ンを掛けずに機械を押して移動することがで
きるようになります。

重重重要要要 機機機体体体ををを動動動かかかすすすととときききははは必必必ずずず押押押しししてててくくくだだださささ
いいい。。。牽牽牽引引引すすするるるととと油油油圧圧圧回回回路路路ががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるるにににははは

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

2. 両方のポンプについているバイパス・バル
ブを左に1～2回転させて開く。これでポン
プ内部の油圧回路がバイパスされ、車輪が
自由に回るようになる（図 24）。

注注注 バイパス・バルブを開くとき、バルブを
2回転以上回さないでください；バルブが外
れて油圧オイルが流れ出す恐れがあります。

図図図 242424

1. ポンプのバイパス･バルブ

3. 駐車ブレーキを解除する。
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4. 希望する場所までマシンを押して移動する。

5. 駐車ブレーキを掛け、

6. バイパス･バルブを閉じるが、このとき締め
付けすぎないこと。

重重重要要要 バババイイイパパパススス･･･バババルルルブブブをををあああけけけたたたままままままでででエエエンンン
ジジジンンンををを掛掛掛けけけたたたりりり運運運転転転しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。シシシススステテテムムムががが破破破損損損すすするるるおおおそそそれれれがががああありりり
ままますすす。。。

マママシシシンンンををを移移移送送送すすするるるとととききき
マシンの移送には十分に強度のあるトレーラや
トラックを使用してください。トレーラやト
ラックには、法令で定められたブレーキ、灯火
類やマークを必ず取り付けてください。安全に
関する注意事項はすべてよく読んでください。
あなたご自身やご家族、ペット、周囲の人を事
故から守るための情報です。

移送に際しての準備：

1. トレーラやトラックに乗り入れる場合に
は、プラットホームを上位置にセットして
ください。

2. トレーラを使用する場合には、トレーラを
牽引車両に接続した後、安全チェーンを掛
けてください。

3. ブレーキを使用する場合には、ブレーキの
接続を行なってください。

4. トレーラまたはトラックにマシンを乗り
入れる。

5. エンジンを停止し、キーを抜き取り、駐車
ブレーキを掛け、燃料バルブを閉じる。

6. マシンにはロープ固定用のアイがついてい
るので、チェーンやロープなどを使って
トラックやトレーラに機体をしっかりと
固定する（図 25）

図図図 252525

1. トラクションユニットのロープ掛け用アイ

機機機体体体をををトトトラララッッックククなななどどどににに載載載せせせるるるとととききき
トレーラやトラックへの積み込みは十分に注意
して行ってください。積み込みに使用する歩
み板は、タイヤ幅のものを2本使用するのでな
く、わだちの幅よりも十分に広い1枚ものの板
を使用することをお奨めします（図 26）。プ
ラットフォームを降ろしてロックすると、後ろ
2輪の間から突き出た状態となって、機械が後
ろに倒れないように支えとなります。幅の広い
一枚ものの歩み板を使用すると、万一の時、こ
のフレーム部分で機体の転落を防止することが
できます。幅の広い一枚ものの歩み板を使用す
ると、フレーム部分を上げたときには機械の
後ろについて歩くことができます。プラット
フォームを下げた状態で積み込むのがよいか、
上げた状態で積み込むのがよいかはケースバイ
ケースで判断してください。一枚ものの歩み板
を使えない場合には、板を3枚使って、一枚も
のと同じ機能を持たせてください。

また、歩み板は、傾斜が20度以下となるような
十分に長いものを使ってください（図 26）。
傾斜がきついと、歩み板からトレーラやトラッ
クに乗り移る際に機体の一部が引っかかる恐れ
があります。また、後ろに転倒する危険性も
高くなります。I斜面で積み込みを行う場合に
は、トレーラやトラックが谷側になるように、
つまり、歩み板がなるべく水平に近くなるよ
うに配置してください。これにより歩み板の
角度を小さくすることができます。トレーラ
やトラックは、できるだけ荷床面が水平にな
るように駐車してください。

重重重要要要 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででははは旋旋旋回回回動動動作作作をををしししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい；；；転転転落落落すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

歩み板を上る際には急加速を避け、歩み板を
バックで下る際には急減速をさけてくださ
い。どちらの操作も後ろに転倒する危険が高
くなります。
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警警警告告告

トトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククへへへののの積積積みみみ込込込みみみ時時時にににははは後後後ろろろ
へへへののの転転転倒倒倒ややや転転転落落落ののの危危危険険険ががが高高高くくくなななりりり、、、そそそれれれだだだけけけ
死死死亡亡亡事事事故故故やややそそそののの他他他ののの人人人身身身事事事故故故ののの危危危険険険ももも高高高いいい。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででののの運運運転転転にににははは細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払
うううこここととと。。。

••• 必必必ずずず一一一枚枚枚もももののの十十十分分分ににに幅幅幅のののあああるるる歩歩歩みみみ板板板ををを使使使用用用
すすするるる；；；細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわななないいい。。。

••• 細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわざざざるるるををを得得得ななないいい場場場合合合にににははは、、、
数数数枚枚枚ののの板板板ををを並並並べべべててて機機機体体体よよよりりりももも十十十分分分ににに広広広いいい斜斜斜
面面面ををを作作作るるるよよようううにににすすするるる。。。

••• 地地地表表表面面面かかからららトトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククににに歩歩歩みみみ板板板
ををを渡渡渡しししたたた時時時ののの角角角度度度ががが202020度度度ををを超超超えええななないいいよよよううう
にににすすするるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ををを上上上るるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすするるる危危危険険険がががあああ
るるるのののででで急急急加加加速速速ををを避避避けけけるるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板をををバババッッックククででで降降降りりりるるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすす
るるる危危危険険険がががあああるるるのののででで急急急減減減速速速ををを避避避けけけるるる。。。

図図図 262626

1. トレーラ 3. 20度を超えないこと

2. 車幅の歩み板 4. 車幅の歩み板；横から見
た図

刈刈刈りりりかかかすすすををを横横横ににに排排排出出出すすするるる場場場合合合ままま
たたたはははマママルルルチチチンンングググすすするるる場場場合合合
カッティングデッキ（モア）には、刈りかす
を横下方向へ向けるデフレクタが取り付けら
れています。

危危危険険険

デデデフフフレレレクククタタタややや、、、排排排出出出カカカバババーーー、、、まままたたたははは集集集草草草アアアセセセ
ンンンブブブリリリををを確確確実実実ににに取取取りりり付付付けけけずずずににに使使使用用用すすするるるととと、、、人人人
がががブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたたりりり、、、ブブブレレレーーードドドににに跳跳跳ねねね飛飛飛ばばば
ささされれれたたたももものののががが人人人ににに当当当たたたっっったたたりりりすすするるるなななどどどしししててて極極極
めめめててて危危危険険険ででであああるるる。。。回回回転転転中中中のののブブブレレレーーードドドににに触触触れれれたたた
りりり、、、跳跳跳ねねね飛飛飛ばばばささされれれたたた物物物ににに当当当たたたるるるととと、、、けけけがががをををすすす
るるるばばばかかかりりりでででなななくくく場場場合合合ににによよよっっってててははは死死死亡亡亡すすするるる。。。

••• デデデフフフレレレクククタタタははは排排排出出出方方方向向向ををを下下下向向向きききにににすすするるる重重重要要要
ななな部部部材材材ででであああるるるかかかららら、、、絶絶絶対対対ににに取取取りりり外外外しししたたたまままままま
ででで刈刈刈りりり込込込みみみををを行行行っっってててはははななならららななないいい。。。デデデフフフレレレ
クククタタタががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合にににははは直直直ちちちににに交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

••• カカカッッッテテティィィンンングググ・・・デデデッッッキキキののの下下下にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足
ををを差差差ししし入入入れれれななないいいこここととと。。。

••• 排排排出出出部部部やややブブブレレレーーードドド部部部ににに手手手ををを入入入れれれるるる場場場合合合ににに
ははは、、、必必必ずずず、、、コココンンントトトロロローーールルル・・・レレレバババーーーををを解解解除除除
ししし、、、PTOPTOPTOををを OFFOFFOFFにににしししててておおおくくくこここととと。。。キキキーーーををを OFFOFFOFF
位位位置置置ににに回回回すすす。。。さささらららににに、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててて、、、
点点点火火火プププラララグググのののコココーーードドドををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は25～127 cm、調整間隔は 6
mm 刻みです。

1. 刈高切り替えレバーを移動走行にセットす
る（一番上まで上げる）。

2. 刈高ブラケットについている穴から、希望
する刈高に対応する穴を見つけ、その穴に
ピンを通す（図 27）。

3. 刈高レバーをピンまで下げる（図 27）。

図図図 272727

1. 刈高設定穴 3. 刈高レバー

2. 刈高ピン
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芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる（（（606060
イイインンンチチチ・・・デデデッッッキキキのののみみみ）））
刈高を変更した場合には芝削り防止ローラの高
さの調整を行うことをお奨めします。

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. ナットとボルトを外し、ローラを取り付
け、ナットとボルトを取り付ける。スペーサ
とブッシュを図のように取り付けること。

図図図 282828

1. ブッシュ 4. ボルト

2. 芝削り防止ローラ 5. ナット

3. スペーサ

フフフロロローーー･･･バババッッッフフフルルルををを調調調整整整すすするるる
刈り込みのコンディションの合わせて、カッ
ティングデッキの排出フローを調整すること
ができます。刈りあがりが最も良くなる位置
に、カム･ロックとバッフルをセットしてくだ
さい。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. カム･ロックを調整するときは、レバー
（図 29）を上にまわしてゆるめて行なう。

4. 希望の排出フローになるように、スロット
の中でバッフルとカム・ロックの位置を
調整する。

5. 調整ができたらレバーを締めてバッフルと
カム･ロックを固定する（図 29）。

6. カムがバッフルを固定しない、あるいは固
すぎる場合には、レバーをゆるめてからカ
ム･ロックを回す。適切にロックできるよう
にカム･ロックを調整すること。

図図図 292929

1. カム･ロック 3. カムを回してロック圧を調
整する。

2. レバー 4. スロット

フフフロロローーー･･･バババッッッフフフルルルののの位位位置置置調調調整整整ををを行行行ううう
以下に示す図はあくまでも参考（推奨）です。
草種や湿度、ターフの草丈などにより設定を
変えてください。

注注注 走行速度が変わらないのにモアの回転速度
が落ちてくる場合にはバッフルを開いてくだ
さい。

AAA ののの位位位置置置

一番後ろにセットした状態です（図 30を参
照）。以下のような条件で使うのに適してい
ます。

• 草丈が低く、軽い刈り込み

• 乾燥した場所での刈り込み

• 刈りカスが少ない刈り込み

• 刈りカスを遠くへ飛ばしたい刈り込み
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図図図 303030

BBB 位位位置置置

集草を行うのに適した設定です（図 31）。

図図図 313131

CCC 位位位置置置

一番開いた状態です。以下のような条件で使う
のに適しています（図 32）。

• 草丈が高く、密度が高い刈り込み

• 湿った場所での刈り込み

• エンジンからのパワー消費を下げたい場合

• 重い芝刈り作業を、走行速度を上げて行
いたい時

• この位置を使うと、トロの SFS モアと同じ
ようなメリットが得られます。

図図図 323232

ミミミッッッドドドサササイイイズズズ・・・ウウウェェェイイイトトトををを使使使ううう
• ハンドリングやバランスを向上させ、より

よい性能を発揮できるようにウェイトが搭
載されています。刈り込みの条件に合わせ
て、またオペレータの操作感覚に合わせて
ウェイトを追加したり減らしたりするこ
とができます。

• ウェイトの増減は、操作状態を確認しなが
ら 1 個ずつ行うことをお奨めします。

注注注 ウェイト・キットは、弊社正規サービス代
理店にてお求めください。

警警警告告告

ウウウェェェイイイトトトををを一一一度度度ににに大大大きききくくく変変変更更更すすするるるととと、、、ハハハンンンドドド
リリリンンングググやややマママシシシンンンののの性性性能能能ががが大大大きききくくく変変変わわわるるる。。。そそそののの
たたためめめにににオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人ががが重重重大大大ななな事事事故故故ににに
巻巻巻ききき込込込まままれれれるるる危危危険険険もももあああるるる。。。

ウウウェェェイイイトトトののの変変変更更更はははすすすこここしししずずずつつつ行行行うううこここととと。。。

ウウウェェェイイイトトトををを変変変えええるるるごごごとととににに試試試運運運転転転をををしししててて、、、マママシシシ
ンンンががが安安安全全全ににに操操操作作作ででできききるるるかかかどどどうううかかか十十十分分分ににに検検検討討討すすす
るるるこここととと。。。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間
• エンジン・オイルを交換する。
• 油圧オイルの量を点検する。
• 油圧フィルタを交換する。

使用するごとまたは毎日

• インタロック･システムを点検する。
• エンジン・オイルの量を点検する。
• 吸気スクリーンを清掃する。
• ブレーキを点検する。
• ブレードを点検する。
• 芝刈りデッキを洗浄する。

25運転時間ごと • エア・クリーナのスポンジ・エレメントを洗浄する。

50運転時間ごと

• 昇降リンクのグリスアップを行なう（悪条件下で使用している場合にはより頻繁に）。
• 走行速度制御リンクのローラの潤滑を行なう（悪条件下で使用している場合には
より頻繁に）。

• エア･クリーナのペーパー・エレメントを点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 油圧オイルの量を点検する。

100運転時間ごと

• エンジン・オイルを交換する。 （悪条件下で使用しているときには整備間隔を短くする。）
• 点火プラグを点検し、清掃とすき間の調整を行なう。
• バッテリーを点検する。
• エンジンの冷却フィンとシュラウドの点検と清掃を行なう。
• 刈り込みデッキのベルトの点検を行なう。
• ポンプ駆動ベルトを点検する。
• 油圧ホースを点検する。

200運転時間ごと

• 刈り込みデッキのスピンドルのグリスアップを行なう（悪条件下で使用している場合
にはより頻繁に）。

• ペーパー・エレメントを交換する。
• エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。

250運転時間ごと • Mobil® 1 オイルを使用する場合には、油圧オイルとともにフィルタを交換してください。

500運転時間ごと

• キャスタ・ピボットのベアリングを調整する。
• 電気クラッチの点検を行う。
• Toro® HYPR-OIL™ 500 オイルを使用する場合には、油圧オイルとともにフィルタを
交換してください。

• 油圧フィルタを交換する。

長期保管前
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。
• 上記整備項目を全て行う。

1年ごと

• 前キャスタのピボットのグリスアップを行なう（悪条件下で使用している場合にはより
頻繁に）。

• キャスタ・ホイールのハブの潤滑
• 燃料フィルタを清掃する。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜きききとととりりり、、、点点点火火火プププラララグググかかからららコココーーードドドををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火
コココーーードドドががが点点点火火火プププラララグググににに触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

マママシシシンンンののの前前前部部部ををを浮浮浮かかかせせせるるる
マシンの底部の整備ができるようにマシン前部
を浮かせて後部で支えることができます。

1. プラットホームを上げる。「運転操作」の
「プラットホームの使い方」を参照。

2. バッテリーを取り出す。

図図図 333333

1. 蝶ナット 4. プラス・ケーブル

2. バッテリー・カバー 5. バッテリー

3. マイナス・ケーブル

3. 燃料タンクから燃料を抜き取る。「保守」
の「燃料タンクからの燃料の抜き取り」を
参照。

4. 油圧タンクのキャップを外し、タンクの口
にビニルやポリエチレンなどを被せて、そ
の上からキャップを取り付ける。これによ
り、油圧タンク内部が密閉され、オイル漏
れを防止することができる。

図図図 343434

1. キャップ 3. 油圧タンク

2. ビニル片など

5. 二人掛かりでマシンの前部を持ち上げ、プ
ラットホームを上に上げた状態でマシンが
駆動タイヤで支えられるようにする。

6. 必要な整備作業を行う。

7. 二人掛かりでマシンの前部を床まで降ろす。

8. 燃料タンクの口に取り付けたビニル片を取
り除く。

9. バッテリーを機体に取り付ける。
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図図図 353535

1. バッテリーを取り外す。 2. 二人掛かりでマシンの前部
を持ち上げる（プラットホー
ムを跳ね上げておくこと）。

後後後部部部ののの整整整備備備のののたたためめめにににクククッッッシシショョョンンンををを
解解解放放放すすするるる
機体後部から整備や調整を行いたい場合のた
めにクッションを解放することができるよう
になっています。

1. プラットホームを下げる。

2. クッションの両側についているヘアピン・
コッター・ピンを取り外す。

3. プラスチック製のブッシュのついた大きい
ワッシャを内側にスライドさせる。

4. クッションを外してプラットフォームに置
く。

5. 必要な整備作業や調整作業を行う。

6. クッションを機体両側のピンに取り付ける
（図 36）。

7. プラスチック製ブッシュのついた大きな
ワッシャをクッションのブラケットに入

れ、ヘアピン・コッター・ピンで固定する
（図 36）。

図図図 363636

1. 大きなワッシャのついてい
るプラスチック製ブッシュ

3. ヘアピン・コッター

2. クッション・ブラケットとキー
穴
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潤潤潤滑滑滑
グリスアップには、No.2リチウム系汎用グリス
またはモリブデン系のグリスを使用してくださ
い。

走行ローラは、ドライタイプの潤滑剤（PTFE）
を吹きつけてください。

グググリリリスススアアアッッップププののの手手手順順順
1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. グリス・ニップルをウェスできれいに拭く。
ニップルにペンキが付着している場合には、
必ず落としておく。

4. ニップルにグリスガンを接続する。グリスが
ベアリングからはみ出てくるまで注入する。

5. はみ出したグリスはふき取る。

マママシシシンンンのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—昇降リンクのグリ

スアップを行なう（悪条件下で
使用している場合にはより頻繁
に）。

50運転時間ごと—走行速度制御
リンクのローラの潤滑を行なう
（悪条件下で使用している場合
にはより頻繁に）。

200運転時間ごと—刈り込みデッ
キのスピンドルのグリスアップ
を行なう（悪条件下で使用して
いる場合にはより頻繁に）。

潤滑ポイントを図に示します。

図図図 373737

図図図 383838

図図図 393939

走行速度制御リンクのローラは、ドライタイ
プの潤滑剤（PTFE：ポリテトラフルオロエチレ
ン）を吹きつけてください。

重重重要要要 ドドドララライイイタタタイイイプププののの潤潤潤滑滑滑剤剤剤（（（PTFEPTFEPTFE：：：ポポポリリリテテテトトトラララ
フフフルルルオオオロロロエエエチチチレレレンンン）））以以以外外外ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。通通通常常常のののオオオイイイルルルはははごごごみみみややや異異異物物物がががつつつくくくのののででで使使使
用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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図図図 404040

前前前キキキャャャスススタタタのののピピピボボボッッットトトのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 1年ごと

1年に1回、前キャスタのピボットのグリスアッ
プを行なってください。

1. ダスト・キャップを外し、キャスタ・ピボッ
トを調整する。グリスアップが終了するま
で、ダスト・キャップは外しておく。「保
守」の章の「キャスタ・ピボット・ベアリ
ングの調整」の項を参照。

2. 六角プラグを外す。穴にグリス・ニップル
を取り付ける。

3. ベアリング上部からグリスがはみ出てくる
までグリスを注入する。

4. 穴からグリス・ニップルを取り外す。六角
プラグとキャップを取り付ける。

キキキャャャスススタタタ・・・ホホホイイイーーールルルのののハハハブブブののの潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔::: 1年ごと

1. エンジンを止め、各部が停止するのを待って
キーを抜き取る。駐車ブレーキを掛ける。

図図図 414141

1. シール･ガード 2. スペーサ・ナットとレンチ対
応面

2. キャスタ・フォークからキャスタ・ホイー
ルを外す。

3. ホイールのハブからシール・ガードを外す。

4. キャスタ・ホイールのアクスル・アセンブ
リについているスペーサ・ナットの1つを外
す。スペーサ・ナットをアクスルに固着さ
せるロック剤が塗られていたことを確認す
る。ホイール・アセンブリからアクスルを取
り外す（もう一個のスペーサ・ナットは、
まだついたままで）。

5. シールを剥がし、ベアリングに磨耗や破損
がないか点検し、必要に応じて交換する。

6. ベアリングに汎用グリスを詰める。

7. ホイールに新しいベアリング1つと新しい
シール1つを取り付ける。

注注注 シールは必ず新しいものに交換してく
ださい。

8. アクスル・アセンブリのスペーサ・ナット
が両方とも外れた（破損、ゆるみ）場合に
は、一方のスペーサ・ナットにロッキング
剤を塗り、レンチ対応面が外向きになるよ
うに取り付ける。スペーサ・ナットは、ア
クスルの一番奥まで締め込まないこと。ス
ペーサ・ナットの外側の面からアクスルの
内側のナットの端部まで3ｍｍ程度の山を残
すようにすること。

9. 組み付けの終わったナットとアクスルをホ
イールに取り付け、新しいシールとベアリ
ングが側面に見えるようにする。

10.ホイールの開口端が上を向いた状態で、ホ
イールの内側（アクスルとのすきま）に汎
用グリスを詰める。

11.ホイールに2つ目のベアリングと新しいシー
ルを取り付ける。

12.2つ目のスペーサ・ナットにロッキング剤
を塗り、レンチ対応面が外向きになるよう
に取り付ける。

13.ナットを 75-80 in-lb (8-9 N-m)にトルク締
めし、一旦ゆるめて、今度は20-25 in-lb
(2-3 N-m)にトルク締めする。アクスルが
どちらのナットからもはみ出ないようにす
ること。

14. ホイール・ハブの上からシール・ガードを
取り付け、キャスタ・フォークにホイール
を取り付ける。キャスタ・ボルトを元通り
に取り付けてナットを十分に締め付ける。

重重重要要要 シシシーーールルルやややベベベアアアリリリンンングググののの破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたた
めめめににに、、、ベベベアアアリリリンンングググののの調調調整整整ははは頻頻頻繁繁繁ににに行行行っっってててくくくだだださささ
いいい。。。キキキャャャスススタタタのののタタタイイイヤヤヤををを手手手ででで回回回しししてててみみみてててくくくだだだ
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さささいいい。。。タタタイイイヤヤヤががが自自自由由由ににに回回回らららななないいいこここととと（（（111～～～222回回回
転転転ででで止止止まままるるるのののががが適適適正正正）））、、、まままたたた、、、横横横方方方向向向のののガガガタタタ
がががななないいいここことととががが必必必要要要ででですすす。。。もももしししホホホイイイーーールルルががが自自自由由由
ににに回回回転転転すすするるる場場場合合合にににははは、、、スススペペペーーーサササ・・・ナナナッッットトトのののトトト
ルルルクククををを調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。ねねねじじじ山山山にににロロロッッッククク剤剤剤
をををもももううう一一一度度度塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアア・・・クククリリリーーーナナナののの整整整備備備

定定定期期期整整整備備備間間間隔隔隔///仕仕仕様様様

スポンジおよびペーパー・エレメントを点検
し､破損しちたり汚れがひどければ交換します｡

注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合はより
頻繁に（数時間ごとに）エア・クリーナの手入
れを行ってください。

重重重要要要 スススポポポンンンジジジやややペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトトはははオオオイイイ
ルルルでででぬぬぬらららさささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

スススポポポンンンジジジ・・・エエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトト
ののの取取取りりり外外外ししし（（（FHFHFHモモモデデデルルルのののエエエンンンジジジンンン）））

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. エアクリーナを外したときエンジン内部に
異物が入らないよう、周辺をきれいに拭く
(図 42)。

4. エア・クリーナのカバーのノブのねじをゆ
るめてカバーを外す(図 42)。

5. 蝶ナットをはずしてエア・クリーナ・アセ
ンブリを取り出す（図 42）。

6. ペーパー･エレメントからスポンジ・エレメ
ントを注意深く取り外す(図 42)。
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図図図 424242

図はFHモデルのエンジン

1. エンジン 4. スポンジ

2. カバー 5. ペーパー・エレメント
3. 蝶ナット 6. カバーのノブ

スススポポポンンンジジジ・・・エエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトト
ののの取取取りりり外外外ししし（（（FSFSFSモモモデデデルルルのののエエエンンンジジジンンン）））

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. エアクリーナを外したときエンジン内部に
異物が入らないよう、周辺をきれいに拭く
(図 43)。

4. エア・クリーナのカバーのノブのねじをゆ
るめてカバーを外す(図 43)。

5. エア・クリーナのホース・クランプをゆ
るめてエア・クリーナ・アセンブリを外す
(図 43)。

6. ペーパー･エレメントからスポンジ・エレメ
ントを注意深く取り外す(図 43)。

図図図 434343

図はFSモデルのエンジン

1. カバー 3. ペーパー・エレメント

2. ホース･クランプ 4. スポンジ

エエエアアア・・・クククリリリーーーナナナのののスススポポポンンンジジジ・・・エエエレレレメメメンンントトトののの洗洗洗浄浄浄

整整整備備備間間間隔隔隔::: 25運転時間ごと

1. スポンジを温水と液体洗剤で洗う。汚れが
落ちたら十分にすすぐ。

2. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさん
で水分を取る。

重重重要要要 スススポポポンンンジジジががが破破破れれれたたたりりり薄薄薄くくくなななっっっててていいいるるる場場場
合合合にににははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナのののペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトトののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—エア･クリーナの
ペーパー・エレメントを点検
する。

200運転時間ごと—ペーパー・エ
レメントを交換する。

1. ペーパー・フィルタは清掃しないで交換す
る（図 42）。

2. 破れや油汚れ、ゴムシールの傷がないか点
検する。

3. スプリングが破損しているペーパー・エレ
メントは交換する。

スススポポポンンンジジジ・・・エエエレレレメメメンンントトトとととペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトト
ののの取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、エエエンンンジジジンンンははは必必必
ずずずペペペーーーパパパーーー・・・エエエレレレメメメンンントトトとととスススポポポンンンジジジ・・・エエエレレレメメメンンン
トトトののの両両両方方方ををを取取取りりり付付付けけけててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

34

 



1. ペーパー･エレメントにスポンジ・エレメン
トを注意深く取り付ける(図 42)。

2. エア･クリーナのベース、またはホース、
にエア･クリーナ･アセンブリを取り付けて
固定する（図 42）。

3. エア・クリーナのカバーを取り付け、ノブ
を締め付けて固定する(図 42)。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルにににつつついいいててて
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日—エンジ

ン・オイルの量を点検する。

使用開始後最初の 8 時間—エン
ジン・オイルを交換する。

100運転時間ごと—エンジン・オ
イルを交換する。 （悪条件下
で使用しているときには整備間
隔を短くする。）

200運転時間ごと—エンジン・オ
イルとフィルタの交換を行う。

注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合は、より
頻繁なオイル交換が必要です。

注注注 モデルによって使用しているエンジンが異な
り、エンジンによってオイルの容量が異なりま
すので注意してください。オイルの量を間違わ
ないように注意してください。

重重重要要要 まままずずず全全全量量量ののの 80%80%80% 程程程度度度のののオオオイイイルルルををを入入入れれれ、、、残残残
りりりははは、、、デデディィィッッップププススステテティィィッッックククででで量量量ををを確確確認認認しししななながががららら
ゆゆゆっっっくくくりりりととと入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ： 洗浄性オイル（API 規格 SF,
SG, SH, SJまたは それ以上）

クククララランンンクククケケケーーースススののの容容容量量量（（（202020馬馬馬力力力おおおよよよびびび252525馬馬馬力力力エエエ
ンンンジジジンンン）））：：： 1.7 リットル（フィルタを外した
場合）： フィルタを外さなかった場合は 1.5
リットル。

クククララランンンクククケケケーーースススののの容容容量量量（（（242424馬馬馬力力力おおおよよよびびび262626馬馬馬力力力エエエ
ンンンジジジンンン）））：：： 2.1 リットル（フィルタを外した
場合）： フィルタを外さなかった場合は 1.8
リットル。

粘粘粘度度度：：： 下の表を参照のこと。

図図図 444444

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

注注注 エンジンが冷えている状態で点検してくださ
い。

警警警告告告

高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服なななどどどをををマママフフフラララなななどどどののの高高高温温温部部部ににに近近近
づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンンををを傷傷傷
めめめままますすす。。。オオオイイイルルル不不不足足足ののの状状状態態態でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転
しししななないいいでででくくくだだださささいいい；；；エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる（図 45）。
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図図図 454545

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの交交交換換換

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分してください。

1. エンジンを始動し、5 分間程度運転する。
これによりオイルが温まって排出しやすく
なる。

2. オイルが完全に抜けるように、排出口側が
やや低くなるように駐車する。

3. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる（図 46）。

図図図 464646

5. 所定量の 80% 程度のオイルをゆっくり入
れ、そこから、残りの量を注意深く足して
FULLFULLFULLマークまで入れる（図 47）。
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図図図 474747

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルル･･･フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

注注注 ほこりのひどい場所で使用する場合は、エン
ジン・オイルのフィルタをより頻繁に交換する
ことが必要になります。

1. エンジンからオイルを抜く。「エンジン･オ
イルの交換」を参照。

2. こぼれたオイルを受けられるようにオイル・
フィルタの下にウェスを置いてください。

重重重要要要 こここぼぼぼれれれたたたオオオイイイルルルはははエエエンンンジジジンンンののの下下下かかかららら
排排排出出出ささされれれてててクククラララッッッチチチののの上上上ににに落落落ちちちてててくくくるるる場場場合合合
がががああありりりままますすす。。。クククラララッッッチチチののの上上上にににオオオイイイルルルががが落落落ちちち
るるるとととクククラララッッッチチチががが正正正常常常ににに機機機能能能しししなななくくくなななりりり、、、ククク
ラララッッッチチチををを切切切っっってててもももブブブレレレーーードドドののの回回回転転転がががなななかかかななな
かかか止止止まままらららずずず、、、クククラララッッッチチチををを入入入れれれたたたととときききにににはははススス
リリリッッップププすすするるるよよようううににになななりりりままますすす。。。こここぼぼぼれれれたたたオオオイイイ
ルルルはははすすすべべべてててふふふききき取取取っっってててくくくだだださささいいい。。。

3. エンジン・オイル・フィルタを交換する
（図 48）。

G012845
3/4

2

3 4

5 6

1

図図図 484848

注注注 オイル・フィルタのガスケットがエンジ
ンに当たるのを確認し、そこからさらに 3/4
回転させると取り付け終了です。

4. クランクケースに正しい種類の新しいオイ
ルを入れる。「エンジン･オイルの交換」
を参照。

点点点火火火プププラララグググののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

取り付ける時には電極間のエア・ギャップを
正しく調整しておいてください。取り付け、取
り外しには必ず専用のレンチを使い、エア・
ギャップの点検調整にはすきまゲージやギャッ
プ調整工具などを使ってください。必要に応じ
て新しい点火プラグと交換してください。

どどどのののエエエンンンジジジンンンにににつつついいいてててももも：：： NGK® BPR4ES また
は同等品
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エエエアアア･･･ギギギャャャッッップププ：：： 0.76mm

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり外外外ししし

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

図図図 494949

点点点火火火プププラララグググののの点点点検検検

重重重要要要 点点点火火火プププラララグググははは清清清掃掃掃しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。黒黒黒
いいい汚汚汚れれれ、、、電電電極極極ののの磨磨磨耗耗耗、、、油油油膜膜膜、、、亀亀亀裂裂裂なななどどどがががあああれれればばば
新新新しししいいいももものののととと交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

絶縁体部がうす茶色や灰色なら適正、碍子が
黒くなっているのは不完全燃焼である（エアク
リーナの汚れが原因であることが多い）。

エア・ギャップを0.76mmに調整する。

G008794

1 2

図図図 505050

点点点火火火プププラララグググののの取取取りりり付付付けけけ

プラグを16ft-lb（22N･m = 2.2kg.m）にトル
ク締めする。

図図図 515151
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
注注注 燃料タンクから燃料を抜き取る場合には、サ
イホン式のポンプを使用してください。他に推
奨できる方法はありません。サイホン式のポン
プは市販のものを使用してかまいません。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソリリリ
ンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい場場場
所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 平らな場所に駐車する。PTO を解除し、駐
車ブレーキを掛け、始動キーを OFFOFFOFF にし
て抜き取る。

2. 燃料タンクにごみが入るのを防止するため
に、キャップ（図 53）の周囲をきれいに
拭く。

3. キャップを外す。

4. 燃料タンクにサイホン・ポンプを差し入れ
る。

5. サイホン・ポンプを使って燃料タンクから
ガソリンを抜き出す（図 52）。

6. こぼれた燃料はふき取る。

図図図 525252

1. 燃料キャップ

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 1年ごと

汚れているフィルタを再取り付けするのは絶
対にやめてください。

注注注 新しいフィルタを取り付ける時に間違えない
ように、燃料フィルタの取り付け状態をよく観
察しておいてください。

注注注 こぼれた燃料はふき取る。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 燃料バルブを閉じる。

4. 古いフィルタのクランプをゆるめて脇に寄
せる(図 53)。

図図図 535353

1. ホース･クランプ 3. フィルタ

2. 燃料ライン

5. ホースからフィルタを抜き取る。

6. 新しいフィルタをホースに取り付け、クラ
ンプで固定する。

7. 燃料バルブを開く。

8. 燃料もれを起こしていないか点検し、必要
に応じて修正する。

9. こぼれた燃料はふき取る。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

バッテリーはいつもきれいに、またフル充電
状態に保持してください。バッテリーやバッテ
リーボックスの清掃にはペーパータオルが便利
です。端子部に腐食が発生した場合には、重曹
水（水４：重曹１）で清掃する。清掃後は、腐
食防止のためにバッテリー端子にワセリンなど
を塗布してください。

電圧：12 V

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚ややや
目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。安安安
全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここ
ととと。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。 そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. マイナス・ケーブルについている黒いゴム
カバーを持ち上げる。バッテリーのマイナ
ス（－）端子からマイナス・バッテリー･
ケーブルを外す（図 54）。

4. プラス端子（赤）についている赤いゴムカ
バーを取り外す。そして、赤いプラス（+）
ケーブルを取り外す（図 54）。

5. バッテリー押さえプレートを外し（図 54）、
バッテリーを取り出す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. バッテリーを車体に載せる（図 54）。

2. Sバッテリー押さえプレート、j ボルト、
ロックナットを使ってバッテリーを固定す
る。

3. まず、バッテリーのプラス（赤）ケーブル
をプラス（+）端子に、ナットとワッシャと
ボルトを使って取り付ける（図 54）。ゴム
カバーをかぶせる。

4. 次に、バッテリーのマイナス・ケーブルと
アース・ワイヤを、マイナス（-）端子に、
ナットとワッシャとボルトを使って取り付
ける（図 54）。ゴムカバーをかぶせる。
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図図図 545454

1. 蝶ナット 4. プラス・ケーブル

2. バッテリー・カバー 5. バッテリー

3. マイナス・ケーブル

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火気気気ををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーははは常常常時時時フフフルルル充充充電電電状状状態態態ににに維維維持持持ししし
てててくくくだだださささいいい（（（こここのののとととききき電電電解解解液液液ののの比比比重重重ははは1.2651.2651.265 ににに
なななりりりままますすす）））。。。特特特ににに気気気温温温ががが氷氷氷点点点下下下ににになななるるる地地地域域域ででで
使使使用用用すすするるる場場場合合合にににはははバババッッッテテテリリリーーーををを保保保護護護すすするるる上上上ででで
重重重要要要ででですすす。。。

1. 車体からバッテリーを外す；「バッテリー
の取り外し」を参照。

2. 電解液の量を点検する；「電解液の量を点
検する」を参照。

3. バッテリーにキャップがはまっているのを
確認し、25～30 Aで1時間、または 4～6 Aで
6 時間、充電する。

4. 充電が終わったら、チャージャのプラグをコ
ンセントから抜いてから、チャージャのリー
ド線をバッテリー端子から外す（図 55）。

5. バッテリーを機械に取り付け、バッテリー･
ケーブルを接続する。「バッテリーの取り
付け」を参照。

注注注 バッテリーを外したままで機械を運転
しないでください。電気系統を損傷する恐
れがあります。

図図図 555555

1. プラス端子 3. チャージャのリード線 赤
（＋）

2. マイナス端子 4. チャージャのリード線 黒
（－）

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
機械の電気回路を保護するためにヒューズを
使用していますが、保守作業は特に必要ありま
せん。万一ヒューズが飛んだ場合には、配線が
ショートしていないか点検してください。

1. 機体後部についているクッションを外す。

2. ヒューズを引き出して外し、あるいは交換
する（図 56）。

3. クッションの下のカバーを取り付ける。

注注注 図 56に示すような、正しいサイズの
ヒューズが正しいラインに取り付けられて
いることを確認してください。
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図図図 565656

1. コントロール・バー 3. ヒューズ
2. 電気コード

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトラララッッッキキキンンングググののの調調調整整整
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1. 左右のコントロール・レバーを同じだけ前
へ押す。

2. マシンの走行方向が左右いずれかにずれる
かどうか調べる。ずれる場合には機械を停
止し、駐車ブレーキを掛ける。

3. 機体後部についているクッションを外す。

4. 右走行コントロールがコントロール・パネル
のニュートラル・ロック・スロットの中央に
くるように、右側ケーブル調整部を回して
調整する。次に、左ホイールの速度が右ホ
イールの速度と同じになるように左側ケー
ブル調整部を回して調整する（図 57）。

5. 左ホイールの速度が右ホイールの速度と同
じになるように左側ケーブル調整部を回し
て調整する。つまみは1/4回転ずつ回して、
直進できるまで少しずつ調整を進める。

注注注 調整は、左側ケーブルにのみ行い、そ
の調整で左ホイールの速度を右ホイールの
速度にあわせるようにしてください。右ホ
イールの速度を調整すると、右側走行コン
トロール・レバーがコントロール・パネル
のニュートラル・ロック・スロットの中央
からずれてしまうので、右ホイールの速度
は変えないでください。

6. 動作を確認する。

g013168

1          2

3
図図図 575757

1. 左側ケーブル調整部 3. プラットホーム（下げた位
置）

2. 右側ケーブル調整部
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7. 直進するまで、上記の手順で調整する。

8. 走行系統をニュートラルにして駐車ブレー
キを外したときにマシンが勝手に動き出さ
ないかどうか調べる。

重重重要要要 リリリンンンケケケーーージジジををを回回回しししすすすぎぎぎなななよよようううににに注注注意意意しししててて
くくくだだださささいいい。。。回回回しししすすすぎぎぎるるるとととニニニュュューーートトトラララルルルででで勝勝勝手手手
ににに動動動ききき出出出すすすよよようううににになななりりりままますすす。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと/毎月 （いずれか早

く到達した方）

後タイヤの最大タイヤ空気圧は83～97kPa
（0.84～0.98kg/2）です。タイヤ空気圧がそ
ろっていないと、刈り上がりもそろわなくな
ります。

注注注 前タイヤはセミ・ニューマチック・タイヤで
すので、空気圧の管理は必要ありません。

図図図 585858

キキキャャャスススタタタ・・・ピピピボボボッッットトトのののベベベアアアリリリンンングググののの
調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

1. ブレード PTO スイッチを切り、走行コント
ロール･レバーをニュートラル固定位置に
セットし、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. キャスタからダスト・キャップを外してロッ
クナットを締め付ける（図 59）。

4. Tスプリング・ワッシャが平たくつぶれるま
でロックナットを締め付け、その位置から
1/4 回転もどすと、ベアリングに対して適切
な予負荷がかかる（図 59）。

重重重要要要 スススプププリリリンンングググ・・・ワワワッッッシシシャャャががが 図図図 595959 ににに示示示すすす
よよようううににに正正正しししくくく取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるるここことととををを確確確
認認認すすするるる。。。

5. ダスト・キャップを取り付ける（図 59）。

図図図 595959

1. スプリング・ワッシャ 3. ダスト･キャップ
2. ロックナット

キキキャャャスススタタタ・・・ホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググ
ののの整整整備備備
キャスタ・ホイールはスパナ・ブッシュに取り
付けられたローラ・ベアリングに支持されて回
転します。ベアリングの潤滑を適正に行なえば
磨耗を最小限に抑えることができます。ベアリ
ングの潤滑を適正に行なわないとベアリングは
急激に磨耗します。キャスタがガタつく場合に
はベアリングの磨耗が疑われます。

1. キャスタ・ホイールをキャスタ・フォーク
に保持しているボルトとロックナットを外
す(図 60）。
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図図図 606060

1. ロックナット 4. スパナ・ブッシュ
2. ホイール・ナット 5. ローラ・ベアリング

3. ブッシュ

2. ブッシュを外し、スパナ・ブッシュとロー
ラ・ベアリングをハブから外す（図 60）。

3. ハブについているもうひとつのブッシュも
外し、ハブについているグリスや汚れを除
去する（図 60）。

4. ローラ・ベアリング、ブッシュ、スパナ・
ブッシュ、それにハブの内側の磨耗具合を
点検する。破損したり磨耗したりしている
部品は交換する（図 60）。

5. 組み立てるときには、ホイール・のハブに
ブッシュを 1 つ入れる。ローラ・ベアリン
グとスパナ・ブッシュにグリスを塗りつけ
て、ハブに通す。ハブにもうひとつのブッ
シュを入れる（図 60）。

6. キャスタ･フォークの間にキャスタ・ホイー
ル・アセンブリを入れ、ホイール・ボルト
とロックナットで固定する。スパナ・ブッ
シュがキャスタ・フォーク内部に当たるま
でロックナットを締め付ける（図 60）。

7. キャスタ・ホイールのグリス・ニップルか
らグリスを注入する。

電電電気気気クククラララッッッチチチののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 500運転時間ごと—電気クラッチの点

検を行う。

ブレーキが適切なタイミングで掛かるように、
クラッチの調整ができるようになっています。

1. クラッチ・アセンブリの側面について
いるスロットのひとつに、すきまゲージ

（0.381–0.533 mm) を、入れる。ゲージは、
アーマチャとロータ摩擦面との間に間違い
なく入れること。

すきまが、少なくとも 0.381 mmあり、そし
て 0.533 mm を超えていないことが必要。

2. 調整が必要な場合には、3箇所それぞれにつ
いて 0.381 mm に調整する。すき間ゲージが
かるくはさまれるがまだ楽に動かせる程度
までロックナットを締め付ける（図 61）。

3. 残りのスロットも同じ要領で調整を行う。

4. 各スロットをもう一度点検し、アーマチャ
とロータ摩擦面との間にごくわずかの接触
があるように調整する。

図図図 616161

1. 調整ナット 3. すき間ゲージ
2. スロット
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

吸吸吸気気気スススクククリリリーーーンンンののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

毎回、使用前に、エンジンのシリンダやシリ
ンダ・ヘッド、冷却フィン、空気取り入れ口、
キャブレター・ガバナのレバーなどについてい
る刈りかすやその他のごみを取り除いてくださ
い。これにより、十分な冷却効果と適正なエ
ンジン回転数を維持しやすくなり、エンジン
のオーバーヒートや損傷の発生を抑えること
ができます。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—エンジンの冷却

フィンとシュラウドの点検と清
掃を行なう。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 吸気スクリーンとファン･ハウジングを取り
外す（図 62）。

4. エンジン各部についている汚れや刈りカス
を落とす。

5. 吸気スクリーン、スタータ、ファン･ハウジ
ングを取り付ける（図 62）。

図図図 626262

1. ガード 4. ファン･ハウジング

2. エンジンの吸気スクリーン
の清掃

5. ネジ

3. ボルト
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備
毎回、使用前に、水平な場所と法面の両方で、
ブレーキの点検を行なってください。

停止中や、誰も乗車していない時は、必ず駐車
ブレーキを掛けてください。駐車ブレーキがス
リップするようになったら調整が必要です。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、PTOを解除する。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. ブレーキを解除する。ブレーキ・バーがタ
イヤから浮き、ハンド･レバーがコントロー
ル・パネルのスロットの前端まで動けば正
常。必要に応じてブレーキを調整する。

4. ブレーキ・レバーを操作して、ブレーキ・
バーがタイヤに最初に接触するところで止
める（図 63）。

5. ブレーキ・バーがタイヤに接触している状態
で、ハンド・レバーの前面から、コントロー
ル・パネルのスロットの終点までの距離を
測る。この距離が 19 mm であれば適正。必
要に応じてブレーキを調整する（図 63）。
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図図図 636363

1. ハンド・レバー 4. スロットの前

2. ハンド・レバーの前 5. ブレーキ・バー

3. 19 mm のすきま 6. ブレーキ・バーがタイヤに
ちょうど触れた状態。

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整

駐車ブレーキがスリップするようになったら
調整が必要です。

1. 調整を行う前に、まず点検をする。「ブレー
キの点検」を参照。

2. 平らな場所に駐車し、PTOを解除し、駐車
ブレーキを掛ける。

3. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

4. 駐車ブレーキを解除する；「運転操作」の
章の「駐車ブレーキの外し方」を参照。
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5. ブレーキの調整を行うには、まず、下側ブ
レーキ・レバーとヨークからヘアピン・コッ
ターとクレビス・ピンを外す（図 64）。

6. ジャムナットをゆるめる（図 64）。

7. ヨークを回転させる。ブレーキをきつくす
るには、ヨークを上に移動させる。ブレー
キを弱くするには、ヨークを下に移動させ
る（図 64）。

8. ブレーキの調整を行うには、まず、下側ブ
レーキ・レバーとヨークからヘアピン・コッ
ターとクレビス・ピンを外す（図 64）。

9. ジャムナットを締める（図 64）。

10.ブレーキの動作をもう一度確認する；「ブ
レーキの点検」を参照。
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図図図 646464

1. ジャム・ナット 4. ヘアピン・コッター
2. ヨーク 5. 平ワッシャ

3. クレビス・ピン 6. 下側駐車ブレーキ･レバー

11.ブレーキの調整が終わったら、レバー・ス
イッチの点検を行なう。

12.図 65 に示されているように、ブレーキ・
レバーとスイッチの面とのすき間を点検す
る。ブレーキを掛掛掛けけけたたた状状状態態態ででで、すきまが 3mm
あることが必要である。

13.必要に応じてスイッチを固定しているネジ
をゆるめてスイッチの位置を調整する。

g012873
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図図図 656565

1. スイッチとブレーキ・レバー
との間に 3mm のすき間が
必要。

4. スイッチのボタン

2. ブレーキ･レバー 5. スイッチの面

3. スイッチ
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののベベベルルルトトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—刈り込みデッキの

ベルトの点検を行なう。

ベルト回転中にキシリ音が発生する、刈り込み
中にブレードがスリップする、ベルトの縁がほ
つれている、焼けた跡がある、割れがある、な
どの症状が出ることがあります。これらの症状
が出たらベルトを交換してください。

重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、
カカカバババーーーををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全
部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外
れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類
ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外すすすよよようううにににしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーーナナナかかかららら
ボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. ボルトをゆるめ、ベルト・カバーをボルト
ごとはずす。

4. 前アイドラ・プーリのナットをゆるめる。

5. ベルトを取り外す（図 66）。

6. デッキ･プーリとクラッチ･プーリに新しい
ベルトを掛け回す（図 66）。

7. Uアイドラ・アームについているラチェット
を使って、アイドル・プーリを締め付け、
スプリングがフックとフックの間で14.6cm
になるようにする（図 66）。

8. 前アイドラ・プーリのナットを締め付ける。

9. カッティングユニットにベルト・カバーを
取り付け、ボルトを固定する。

図図図 666666

1. フックとフックの間の長さが
14.6cm

4. ラチェット

2. スプリング 5. ラチェット用の四角い穴

3. スプリング付きアイドラ 6. ナット

ポポポンンンプププ駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと—ポンプ駆動ベル

トを点検する。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 刈り込みデッキのベルトを取り外す。

4. マシンを上向きにする。「保守」の章の最
初にある「整備前の準備」を参照。

5. エンジンのデッキからスプリングを外す
(図 67)。
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図図図 676767

1. 油圧ポンプ 4. クラッチ・リテーナ

2. アイドラ・プーリ 5. ポンプ駆動ベルト

3. クラッチ・プーリ

6. ポンプ駆動ベルトを外す（図 67）。

7. クラッチとポンプ2台のそれぞれのプーリに
新しいベルトを掛け回す。

8. エンジンのデッキにスプリングを取り付け
る (図 67)。

9. マシンを通常の状態に立てる。「保守」の
章の最初にある「整備前の準備」を参照。

10.刈り込みデッキのベルトを取り付ける。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

コココンンントトトロロローーールルル・・・ハハハンンンドドドルルルののの位位位置置置ののの
調調調整整整

右右右側側側コココンンントトトロロローーールルル・・・レレレバババーーーののの調調調整整整

左右のコントロール・レバーが一直線にそろっ
ていない場合には、右側コントロール・レバー
を調整します。

注注注 まず最初に水平調整を行い、その後に前後
調整を行います。

1. PTO スイッチを切り、右側コントロール･レ
バーをニュートラル位置にセットし、駐車
ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. 右側コントロール･レバーを、ニュートラル
位置から下へ押し下げる（図 68）。

4. 左側コントロール・レバーと水平にそろっ
ているかを調べる（図 68）。

図図図 686868

1. 左コントロール･レバー 3. ここで水平の整列状態を
点検

2. 右側コントロール･レバー：
ニュートラル固定位置

4. 右コントロール･レバー

5. 右側コントロール・レバーの水平位置を調
整するには、カムを調整する。

6. 機体後部についているクッションを外す。

7. カムを固定しているナットとボルトをゆる
める（図 69）。

8. 右側コントロール・レバーが水平になるよ
うにカムの位置を調整してナットとボルト
を締める。
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図図図 696969

1. スイッチのネジ 3. ナットとボルト
2. カム

9. カムの調整が終わったら、レバー・スイッ
チの点検を行なう。

10.図 70 に示されている、コントロール・レ
バーとスイッチとのすき間を点検する。す
きまが 3mm あることが必要である。 右側コ
ントロール･レバーがニュートラルでロック
を解除した位置にある状態で測定する。

11.必要に応じてスイッチを固定しているネジを
ゆるめてスイッチの位置を調整する（図 69
と図 70）。

図図図 707070

1. スイッチ 3. 右側コントロール･レバー：
ニュートラルでロックを解除
した位置

2. 3mm

12.スイッチのネジを締め付ける。

コココンンントトトロロローーールルル・・・レレレバババーーーのののニニニュュューーートトトラララルルル位位位置置置
ののの調調調整整整

重重重要要要 EEEコココンンントトトロロローーールルル・・・レレレバババーーーののの調調調整整整ががが終終終わわわっっったたた
あああとととははは、、、試試試運運運転転転ををを行行行なななっっっててて走走走行行行状状状態態態ををを確確確認認認しししててて
くくくだだださささいいい。。。コココンンントトトロロローーールルル・・・レレレバババーーーののの前前前後後後整整整列列列調調調
整整整ももも、、、同同同じじじ手手手順順順ででで行行行ななないいいままますすす（（（図図図 717171）））。。。

注注注 まず最初に水平調整を行い、その後に前後
調整を行います。

コントロール・レバー同士が戦後にずれてい
る場合や右側コントロール・レバーがスムーズ
にニュートラル固定位置に入らない場合には、
この調整が必要になります。

1. まず最初に水平調整を行い、その後に前後
調整を行うようにしてください（図 71）。
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図図図 717171

1. 左コントロール･レバー 3. ニュートラル固定位置

2. 右コントロール･レバー 4. コントロール・レバーの前
後整列を調整する

2. 右走行コントロール・レバーがコントロー
ル・パネルのニュートラル・ロック・スロッ
トの中央にくるように、右側ケーブル調整
部を回して調整する。

3. 左走行コントロール・レバーがコントロー
ル・パネル上で右走行コントロール・レバー
とそろうように、左側ケーブル調整部を回
して調整する。これにより左右のホイール
の回転速度がそろうようになる。

4. 動作を確認する。「運転操作」の章の「ト
ラッキングを調整する」の項を参照。

g013168
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図図図 727272

1. 左側ケーブル調整部 3. プラットホーム（下げた位
置）

2. 右側ケーブル調整部

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルにににつつついいいててて
油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの種種種類類類：：： Toro® HYPR-OIL™ 500 油
圧オイル、または Mobil® 1 15W-50 合成モー
ター・オイル

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの容容容量量量：：： 2.0 リットル

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたたオオオイイイルルルををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。他他他
のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可
能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

50運転時間ごと

注注注 油圧オイルの量を確認する方法は 2 つあり
ます。ひとつは、オイルが暖かいときに行なう
方法、もうひとつはオイルが冷えている時に行
う方法です。タンクの内部にあるバッフルは、
オイルが暖かいか冷えているかによって位置が
異なります。

1. 平らな場所に駐車する。

2. PTOを解除し、エンジンを停止させる。

3. すべての部分が完全に停止してから運転位
置を離れ、駐車ブレーキを掛ける。

4. 油圧オイル・タンクの注油口と首の周辺を
きれいに拭く（図 73）。

G012005
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図図図 737373

1. キャップ 3. オイルレベル（最高位： 低
温時）

2. バッフル 4. オイルレベル（最高位： 高
温時）

5. 給油口からキャップを取る。タンクの中を
のぞいてオイルの量を確認する（図 73）。

6. 低温時の最高位になるまで油圧オイルを補
給する。
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7. ロー・アイドルで 15 分間エンジンを運転
し、油圧系統内部からエアをパージすると
ともに、油圧オイルを温める。「エンジン
の始動と停止」を参照。

8. オイルが暖かいうちにオイルの量を再点検
する。必要に応じて高温時の最高位になる
まで油圧オイルを補給する。

注注注 オイルが暖かいときには、バッフルの一
番上のレベルまでオイルがあることが必要
です（図 73）。

9. 給油口の首にキャップを取り付ける。

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大 ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合ににに
ははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設
ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけるるる必必必要要要ががが
あああるるる。。。処処処置置置ががが遅遅遅れれれるるるととと傷傷傷口口口ががが壊壊壊疽疽疽ををを起起起
こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかかららら
ははは作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶
対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力
ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーーススス
ににに傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締
まままっっっててていいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと—Mobil® 1 オイル
を使用する場合には、油圧オイ
ルとともにフィルタを交換して
ください。

500運転時間ごと—Toro®

HYPR-OIL™ 500 オイルを使用す
る場合には、油圧オイルとと
もにフィルタを交換してくだ
さい。

警警警告告告

高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負
ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイ
ルルルののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかか
ららら行行行うううこここととと。。。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させる；すべての部分が完全
に停止するまで運転位置を離れないこと。

3. 油圧オイル･タンクのキャップを外す。

4. 油圧オイル・タンクの下にある前油圧ホー
スを探し出し、その下にオイル受け容器を
置く（図 74）。

5. ホースのクランプをゆるめてホースを外す。

6. 前油圧ホースを外し、出てくるオイルを容
器に受ける。

G011641

1      2

3
図図図 747474

1. 油圧オイル・タンク 3. 前油圧ホース

2. 油圧フィルタ

7. 油圧フィルタを交換する。「油圧フィルタ
の交換」を参照。

8. 油圧ホースをタンクの下に接続する。

9. 低温時の最高位（バッフルがついている位
置）になるまで油圧オイルを補給する。

重重重要要要 指指指定定定通通通りりりのののオオオイイイルルルまままたたたははは同同同等等等品品品ををを使使使っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススス
テテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

10.オイル・タンクのキャップを取り付けて終
了。

11.エンジンを始動して約２分間運転し、シ
ステム内のエアをパージする。エンジンを
停止させ、オイル漏れがないか点検する。
もし、片方あるいは両方の車輪ともが回転
しない場合には、「油圧系統からのエア抜
き」を参照する。

12.オイルの量を確認し、必要に応じて補給す
る。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。
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油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

500運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

警警警告告告

高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負
ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイ
ルルルののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかか
ららら行行行うううこここととと。。。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させる；すべての部分が完全
に停止するまで運転位置を離れないこと。

重重重要要要 自自自動動動車車車用用用のののオオオイイイルルル・・・フフフィィィルルルタタタなななどどどををを使使使
わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。重重重大大大ななな内内内部部部損損損傷傷傷ががが発発発生生生
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

3. フィルタの取り付け部の下に廃油受けを置
く（図 75）。

図図図 757575

1. 油圧オイル・タンク 2. 油圧フィルタ

4. オイル･フィルタを外し、フィルタのアダ
プタのガスケットの表面をきれいに拭く
（図 76）。

5. 新しいフィルタのガスケットに油圧オイル
を薄く塗る。

6. アダプタにフィルタを取り付ける。ガスケッ
トがアダプタに当たるまで手でねじ込み、そ
こから更に 1/2 回転増し締めする(図 76)。

図図図 767676

1. 油圧フィルタ 3. アダプタ

2. ガスケット

7. こぼれたオイルはふき取る。

8. 油圧オイル・タンク内のオイルの量を調
べ、低温時の最高位になるまで油圧オイル
を補給する。

重重重要要要 指指指定定定通通通りりりのののオオオイイイルルルまままたたたははは同同同等等等品品品ををを使使使っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススス
テテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

9. エンジンを始動して約２分間運転し、シ
ステム内のエアをパージする。エンジンを
停止させ、オイル漏れがないか点検する。
もし、片方あるいは両方の車輪ともが回転
しない場合には、「油圧系統からのエア抜
き」を参照する。

10.オイル量を確認し、必要に応じて補給する。
入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

油油油圧圧圧系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき

燃料系統からは自動的にエアが抜けるように
なっていますが、油圧オイルを交換した後や油
圧システムの整備を行った後には、エア抜きを
実施しなければならない場合があります。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させる；すべての部分が完全
に停止するまで運転位置を離れないこと。

3. 機体後部を浮かせ、車輪が宙に浮くように
してジャッキ・スタンドで支える。

4. エンジンを始動し、スロットルをアイドル
位置にセットする。

もし車輪が回転しないようであれば、手でタ
イヤをゆっくりと前進方向に回して、油圧回
路から空気が逃げやすいようにするとよい。
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5. エアが抜けるにしたがって油量が減るので、
点検し、必要に応じて補給する。

6. 反対側の車輪についても同じ要領でエアを
抜く。

7. 各チャージ・ポンプ・ハウジングの周辺を
十分にきれいにする。

油油油圧圧圧ララライイインンンののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

油圧ホースにオイル漏れ、フィッティングの
ゆるみ、折れ、支持部のゆるみ、磨耗、風雨や
薬品による劣化などがないか点検する。異常を
発見したら必ず運転を行う前に修理してくださ
い。

注注注 油圧システムの周辺に刈りかすやゴミをた
めないようにしてください。

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体
ににに重重重大大大 ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、
こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間
以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけるるる必必必要要要がががあああるるる。。。処処処置置置ががが
遅遅遅れれれるるるととと傷傷傷口口口ががが壊壊壊疽疽疽ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは
作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに
手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ホホホーーースススににに傷傷傷ややや変変変形形形
がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててていいいるるるかかかををを
確確確認認認すすするるる。。。

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの保保保守守守

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備
ブレード（刃）を鋭利にしておくと、いつも
質の良い刈り上がりとなります。ブレードを 2
本用意して交互に使用すると便利です。

警警警告告告

磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換
すすするるるこここととと。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ややや整整整備備備にににかかかかかかるるる前前前ににに

平らな場所に駐車し、ブレードの回転を解除
し、駐車ブレーキを掛ける。始動キーを OFF
位置に回す。キーを抜きとり、点火プラグか
らコードを外す。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 刃先の部分を点検する（図 77）。刃先部分
が鋭利でなかったり、打ち傷がある場合に
は、ブレードを外して研磨する。「ブレー
ドの研磨」を参照。

2. ブレードを点検、特に湾曲部をていねいに
点検する。破損、磨耗、割れの発生などが
あれば（図 77）、直ちに新しいブレード
に交換する。

図図図 777777

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 湾曲部 4. ひび
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ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. ブレードが前後方向を指すように回転させ
る。AAAの位置で(図 78)、平らな床面からブ
レードの刃先までの高さを測る。測定値を
記録する。

図図図 787878

1. ここ（平らな床面からブレー
ドの刃先までの高さ）を測る

2. A の位置

4. ブレードを半回転させてもう一方の刃先を
前に向ける。同じ位置で上記3と同じ要領で
平らな床面からブレードの刃先までの高さ
を測る。

5. 上記手順3と4で記録した2つの測定値が 3
mm の差の中に収まっていれば適正である。
差が3 mm よりも大きい場合には、そのブ
レードは曲がっていて危険であるから交換
する；「ブレードの取り付け」を参照。

警警警告告告

曲曲曲がががっっったたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが
デデデッッッキキキかかかららら飛飛飛びびび出出出すすすととと、、、周周周囲囲囲ののの人人人ににに大大大けけけががが
をををさささせせせたたたりりり死死死亡亡亡さささせせせるるるなななどどど極極極めめめててて危危危険険険ななな事事事
故故故のののもももととととととなななるるる。。。

••• 曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは直直直
ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

••• ブブブレレレーーードドドのののエエエッッッジジジややや表表表面面面ににに、、、絶絶絶対対対ににに割割割れれれ
目目目ややや切切切れれれ目目目をををつつつけけけななないいいこここととと。。。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし

ブレードが堅いものに当たった、バランスが
取れていない、磨耗した、曲がったなどの場合
には新しいものと交換してください。いつも最
高の性能と安全性を維持するために、必ずToro
純正品をお求めください。他社のブレードを
使用すると安全規格に適合しなくなる可能性
があります。

1. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使っ
てブレードの端部をしっかり握る。

2. スピンドルのシャフトからブレード・ボ
ルト、湾曲ワッシャ、ブレードを取り外す
（図 79）。

図図図 797979

1. ブレードのセール部 3. 湾曲ワッシャ

2. ブレード 4. ブレード・ボルト

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

1. ブレードは、左右の刃先をやすりで磨く
（図 80）。刃先の角度を変えないように注
意すること。左右を同じだけ削るようにす
ればバランスが狂わない。

図図図 808080

1. この角度を変えないように研磨すること

2. ブレード･バランサー（図 81）を使ってバ
ランスを調べる。ブレードが水平に停止す
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ればバランスがとれているからそのまま使
用してよい。もし傾くようなら、重い方の
裏面を少し削って調整する（図 79）。バラ
ンスがとれるまで調整する。

図図図 818181

1. ブレード 2. バランサー

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ

1. スピンドル･シャフトにブレードを取り付け
る(図 82)。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側（（（セセセーーールルル部部部）））
がががカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正
しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででですすす。。。

2. スプリング・ディスクとブレード・ボル
トを取り付けるスプリング・ディスクは、
円錐部をボルトの頭に向けて取り付ける
（図 82）。各ブレード・ボルトを85～
110ft.-lb（115～150Nm = 11.8～15.2kg.m）
にトルク締めする。

図図図 828282

1. ブレードのセール部 4. ブレード・ボルト

2. ブレード 5. 細い方をボルトのヘッドに
向ける

3. スプリング・ディスク

刈刈刈りりり上上上がががりりりののの修修修正正正
ブレードによって刈高が異なってしまう場合に
は、以下の要領で修正します。

注注注 タイヤ空気圧が左右とも同じに調整されてい
ることが大前提となります。後輪のタイヤ空気
圧が適正であることを確認してください。

1. PTOを解除し、駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してから運転位
置を離れる。点火プラグのコードを外す。

3. 後タイヤのタイヤ空気圧を83～97kPa
（0.84～0.98kg/2）に調整する。

4. ブレードやスピンドルが曲がっていない
ことを確認する。「ブレードの変形を調べ
る」を参照。

5. 刈高を7.6cmにセットする。「運転操作」の
「刈高を調整する」を参照。

6. 以下の手順を順序通りに実施する。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの左左左右右右ののの高高高さささ点点点検検検
1. 後輪のタイヤ空気圧の調整

2. ブレードが曲がっていないことの確認「ブ
レードの変形を調べる」を参照。

3. デッキのブレードを左右方向に向ける。BBB位
置とCCC位置とで（図 83）、平らな床面からブ
レードの刃先までの高さを測る。

図図図 838383

1. 水平な床面から測る 2. BBB および CCC 点で刃先の高
さを測る

4. BBB 位置での測定値と CCC 位置での測定値との
差が 6mm 以内であれば適正とする。適切
でない場合は、「刈り込みデッキの左右の
高さ調整」へ進む。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの左左左右右右ののの高高高さささ調調調整整整

左右の高さ調整は、後輪の空気圧の調整とエ
ンジン・デッキの側面についている U プレー
トで行ないます。
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1. 後輪のタイヤ空気圧を変更する。これは調
整整の必要な側に行う。

2. エンジンデッキの側面についている U プ
レートを探し出す（図 84）。

3. 片側の U プレートをゆるめて、上または下
に移動させて、BBB と CCC とでの測定値の差が
6mm 以内になるようにする（図 84）。

4. 「刈り込みデッキの前後ピッチ」の調整に
進む。

図図図 848484

1. Ｕプレート 2. ナットとボルト

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの前前前後後後ピピピッッッチチチ

1. 後タイヤの空気圧を規定通りに調整する。

2. ブレードのうちの1枚を前後方向に向ける。
AAA位置とBBB位置で、平らな床面からブレード
の刃先までの高さを測る（図 85）。

3. AAA 位置での測定値が BBB 位置での測定値より
も小さければ（前が低ければ）よい。ブレー
ドを回して他のブレードについても同じ測
定を行う。傾きが適切でない場合は、「前
後の傾き調整を行う」へ進む。

図図図 858585

1. AAA および BBB 点で刃先の高
さを測る

2. 水平な床面から測る

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの前前前後後後ピピピッッッチチチののの調調調整整整

前後のピッチの変更は、前刈高ポストを調整
することにより行ないます。

1. 図 86 のように、刈り込みデッキの下に
5x10cm程度の角材を 3 つほど置く。角材は
10cm の辺が上下になるように置く。

図図図 868686

1. 刈り込みデッキの下に 5x10cm程度の角材を置く

2. 調整ロッドの前後についているナットを両
方ともゆるめる（図 87）。

3. 3 個の角材が安定してデッキを支えるよう
にする（図 87）。刈り込みデッキの後ろ
側リップは、前側リップよりも 6mm 低く
作られている。

4. 前ナットと後ナットの両方を締める。
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5. カッティングユニットの前後のピッチを測
定する。

6. 寸法が正しくない場合には、前後どちらかの
ナットを使って正しく調整する（図 87）。

図図図 878787

1. 調整ロッド 3. 前ナット

2. 後ナット

刈刈刈高高高ををを合合合わわわせせせるるる

1. 後タイヤの空気圧を点検する。

2. 刈高を7.6cmにセットする。「運転操作」の
「刈高を調整する」を参照。

3. マシンを水平な床に置いた状態で、ブレー
ドのうちの1枚を前後方向に向ける。AAA位置
で、平らな床面からブレードの刃先までの
高さを測る（図 88）。

図図図 888888

1. 水平な床面から測る 2. AAA 点で刃先の高さを測る

4. 測定値が 7.6cm であれば合格とする。

5. 測定値が正しくない場合には、機体右側に
ある刈高ロッドを探し出す（図 89）。

6. 調整ボルトを回してブレードの刃先が 7.6
cm になるように調整する（図 89）。

g013167

1

2

図図図 898989

1. 刈高ロッド 2. 調整ナット

デデデフフフレレレクククタタタののの交交交換換換

警警警告告告

排排排出出出口口口ををを露露露出出出さささせせせたたたままままままでででおおおくくくととと、、、異異異物物物ががが飛飛飛びびび
出出出しししてててきききてててオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに当当当たたたりりり、、、
重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、ブブブ
レレレーーードドドににに触触触れれれててて大大大怪怪怪我我我をををすすするるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。

モモモアアアををを使使使用用用すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず、、、カカカバババーーー･･･プププ
レレレーーートトト、、、マママルルルチチチ･･･プププレレレーーートトト、、、デデデフフフレレレクククタタタまままたたたははは
集集集草草草装装装置置置ををを取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。
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1. デフレクタをピボット・ブラケットに固定
しているロックナット、ボルト、スプリン
グ、スペーサを外す(図 90)。デフレクタ
を取り外す。

図図図 909090

1. ボルト 5. スプリングを取り付けた状
態

2. スペーサ 6. デフレクタ
3. ロックナット 7. スプリングの L 字形の端；

ボルトの取り付け前にデッ
キのエッジ後ろに取り付け
る。

4. スプリング 8. スプリングの J 字形フック

2. デフレクタにスペーサとスプリングを取り
付ける。スプリングの LLL 字形の端部をデッ
キのエッジ後ろに取り付ける。

注注注 ボルトを取り付ける前に、スプリングの
LLL 字形フックが、図 90 のようにデッキの
エッジの後ろに取り付けられていることを
確認してください。

3. ボルトとナットを取り付ける。スプリング
の右側の JJJ 字形フックを、デフレクタに
引っ掛ける（図 90）。

重重重要要要 デデデフフフレレレクククタタタががが自自自由由由ににに回回回転転転ででできききるるるここことととががが
必必必要要要ででですすす。。。デデデフフフレレレクククタタタををを手手手ででで上上上向向向きききにににしししててて
かかかららら手手手をををはははなななししし、、、自自自力力力ででで下下下がががるるるここことととををを確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。

洗洗洗浄浄浄

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

デッキの裏側にたまった刈りかすは毎日取り
除いてください。

1. PTO スイッチを切り、走行コントロール･レ
バーをニュートラル固定位置にセットし、
駐車ブレーキを掛ける。

2. エンジンを停止させ、キーを抜き取り、各
部が完全に停止したのを確認してから運転
位置を離れる。

3. マシンの前端を持ち上げてジャッキ･スタン
ドで刈り込みデッキを支える。

ごごごみみみののの投投投棄棄棄にににつつついいいててて
エンジン･オイル、バッテリー、油圧オイル、
冷却液は環境汚染物質です。これらの物質は、
それぞれの地区の法律などに従って適切に処
分してください。
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保保保管管管

洗洗洗浄浄浄ととと格格格納納納保保保管管管
1. PTO を解除し、駐車ブレーキを掛け、キーを

OFF にする。キーを抜き取る。

2. 機体各部に付着している泥や刈りカスをき
れいに落とす。特にエンジンのシリンダ・
ヘッドや冷却フィン部分やブロア・ハウジ
ングを丁寧に清掃する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。まままたたた、、、特特特ににに駆駆駆動動動系系系統統統やややエエエンンンジジジンンン部部部にににははは
大大大量量量ののの水水水ををを掛掛掛けけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささ
いいい。。。圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄器器器ををを使使使うううととと、、、水水水やややごごごみみみをををスススピピピ
ンンンドドドルルルのののベベベアアアリリリンンングググややや電電電気気気スススイイイッッッチチチなななどどどののの
重重重要要要部部部品品品ににに入入入れれれてててしししまままううう危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

3. ブレーキを点検する。「保守」の章の「ブ
レーキの整備」を参照。

4. エアクリーナの整備を行う；「保守」の章
の「エアクリーナの整備」を参照。

5. グリスアップを行う；「保守」の章の「潤
滑」の項を参照。

6. エンジン・オイルを交換する；「保守」の
章の「エンジンオイルの交換」を参照。

7. タイヤ空気圧を点検する；「保守」の章の
「タイヤ空気圧を点検する」を参照。

8. 長期間の格納保管の場合：

A. スタビライザ/コンディショナ（燃料品
質安定剤）を燃料タンクの燃料に添加す
る。

B. エンジンを掛けて（5分間程度）、コン
ディショナを混合した燃料を十分に行き
渡らせる。

C. エンジンを停止し、エンジンが冷える
のを待って、燃料タンクから燃料を抜き
取る；「保守」の章の「燃料タンクの整
備」を参照。または、ガソリンがなくな
るまで機械の運転を行なう。

D. エンジンをもう一度掛け、自然に停止
するまで放置する。チョークを引いて始
動し、完全に始動できなくなるまでこれ
を続ける。

E. 抜き取った燃料は地域の法律などに従っ
て適切に処分する。廃油などはそれぞれ
の地域の法律などに従って適正に処分す
る。

注注注 コンディショナ入りのガソリンでも90
日間以上の保存はしないでください。

9. 点火プラグを外して点検する；「保守」の
「点火プラグの整備」を参照。プラグの取
り付け穴からエンジン・オイルをスプーン
２杯程度入れ、スタータを使ってエンジン
をクランキングさせ、シリンダ内部にオイ
ルを行き渡らせる。点火プラグを取り付け
る。点火コードは取り付けないでください。

10.機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付
けや交換、修理を行う。破損個所や故障個
所はすべて修理する。

11.機体の塗装がはげていればタッチアップ修
理をする。ペイントは代理店で入手するこ
とができる。

12.汚れていない乾燥した場所で保管する。始
動キーは必ず抜き取って別途保管する。機
体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ガス欠 1. ガソリンを補給する。

2. チョークが掛かっていない。 2. チョーク・レバーをチョーク位置にセット
する。

3. 点火プラグのコードが外れているか、
ゆるい。

3. コードを正しく取り付ける。

4. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

4. 点火プラグを正しく調整して交換する。

5. エア・クリーナが詰まっている。 5. エア・クリーナのエレメントを整備する。

6. 燃料フィルタが詰まっている 6. 燃料フィルタを清掃する。

7. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 7. 代理店に連絡する。

エンジンが始動しない、始動しにくい、す
ぐ止まる。

8. 安全インタロック・スイッチのすき間が適
切でない。

8. 代理店に連絡する。

1. 負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エア・クリーナが詰まっている。 2. エア・クリーナの整備

3. エンジン・オイルが足りない。 3. クランクケースにオイルを入れる｡

4. 冷却フィン付近が目詰まりしている。 4. 清掃して空気の流れを良くする。

5. 点火プラグの割れ、ギャップの狂いな
どがある。

5. 点火プラグを正しく調整して交換する。

6. 燃料キャップの通気孔が詰まった。 6. 燃料キャップを清掃／交換する。

7. 燃料フィルタが詰まっている 7. 燃料フィルタを清掃する。

エンジンのパワーがすぐに落ちる。

8. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 8. 代理店に連絡する。

1. 負荷が大きすぎる。 1. 走行速度を遅くする。

2. エンジン・オイルが足りない。 2. クランクケースにオイルを入れる｡

オーバーヒートする。

3. 冷却フィン付近が目詰まりしている。 3. 清掃して空気の流れを良くする。

1. 油圧オイルが不足している。 1. 油圧オイル・タンクにオイルを補給する。

2. 油圧系統にエアが混入している。 2. 油圧系統のエア抜きを行なう。

3. ポンプ駆動ベルトがスリップしている。 3. ポンプ駆動ベルトを交換する。

4. ポンプ駆動ベルトのアイドラのスプリン
グがない。

4. ポンプ駆動ベルトのスプリングを交換
する。

走行できない。

5. ポンプのバイパス･バルブが開いている。 5. バイパス･バルブを閉じる。

1. ブレードが曲がっている／バランスが
悪い。

1. ブレードを交換する。

2. ブレードの取り付けがゆるい。 2. ブレード・取り付けボルトを締め付ける

3. エンジンの取り付けがゆるい。 3. 固定ボルトを締め付ける。

4. エンジン･プーリ、アイドラ･プーリ、ブレー
ド･プーリがゆるい。

4. プーリを締めつける

5. エンジンプーリが破損している。 5. 代理店に連絡する。

異常に振動する

6. ブレードのスピンドルが曲がっている。 6. 代理店に連絡する。

1. 刃先が鋭利でない。 1. ブレードを研磨する。

2. ブレードが曲がっている。 2. ブレードを交換する。

3. 刈り込みデッキが水平でない。 3. デッキの左右を水平に調整する。

4. 刈り込みデッキのピッチが適正でない。 4. デッキの前後ピッチを調整する。

5. デッキ下にごみがたまっている。 5. 清掃する。

6. タイヤ空気圧が適正でない。 6. タイヤ空気圧を調整する。

刈高が均一でない

7. ブレードのスピンドルが曲がっている。 7. 代理店に連絡する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ポンプ駆動ベルトが磨耗、ゆるい、また
は破損。

1. ベルトの張りを点検する。

2. ポンプ駆動ベルトが外れている。 2. ベルトを取り付け、調整シャフトとベルト･
ガイドの位置を点検修正する。

3. 刈り込みデッキ駆動ベルトが磨耗、ゆ
るいまたは破損。

3. 新しいベルトを取り付ける。

4. 刈り込みデッキ駆動ベルトが外れてい
る。

4. ベルトを取り付け、アイドラ・プーリ、アイ
ドラ・アームおよびスプリングの位置およ
び機能を点検修正する。

5. アイドラ・スプリングが破損または欠落し
ている。

5. スプリングを交換する。

6. 電気クラッチ の調整が狂っている。 6. クラッチのすき間を正しく調整する。

7. クラッチのコネクタや電気コードが破損し
ている。

7. 代理店に連絡する。

8. 電気クラッチが破損している。 8. 代理店に連絡する。

9. 安全インタロック・システムが働いてい
る。

9. 代理店に連絡する。

ブレードが回転しない。

10. PTO スイッチが破損している。 10. 代理店に連絡する。
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図図図面面面

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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電電電気気気回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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米米米国国国外外外のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧表表表

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ（（（輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店）））：：： 国国国：：： 電電電話話話番番番号号号：：：

Atlantis Su ve Sulama Sisstemleri Lt トルコ 90 216 344 86 74

Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163

B-Ray Corporation 大韓民国 82 32 551 2076

Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383

Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138

CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100

Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121

Equiver メキシコ 52 55 539 95444

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277

ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861

Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054

Guandong Golden Star 中華人民共和国 86 20 876 51338

Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000

Hako Ground and Garden ノルウェー 47 22 90 7760

Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444

Hydroturf Int. Coドバイ アラブ首長国連合 97 14 347 9479

Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308

Ibea S.P.A. イタリア 39 0331 853611

Irriamc ポルトガル 351 21 238 8260

Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 86 22 83960789

Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611

Lely (U.K.) Limited 英国 44 1480 226 800

Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079

Maruyama Mfg. Co. Inc. 日本 81 3 3252 2285

Metra Kft ハンバリー 36 1 326 3880

Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704 220

Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821 9999

Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970

Oy Hako Ground and Garden Ab フィンランド 358 987 00733

Parkland Products Ltd. ニュージーランド 64 3 34 93760

Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100

RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979

Riversa スペイン 34 9 52 83 7500

Roth Motorgerate GmBh & Co. ドイツ 49 7144 2050

Sc Svend Carlsen A/S デンマーク 45 66 109 200

Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77 00

Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131

Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901

T-Markt Logistics Ltd. ハンバリー 36 26 525 500

Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355

Toro Europe BVBA ベルギー 32 14 562 960
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造園景観管理業者用専
門機器（LCE）

トトトロロロ社社社ののの総総総合合合製製製品品品保保保証証証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

The Toro社およびその関連会社である Toroワランティー社は、両社の合意に
基づき、下記の Toro製品の当初の購入者*に対し、当該製品に材質上また
は製造上の欠陥が発見された場合には無償修理を行うことをお約束します。

保証期間は、当初の購入者によるお買い上げ日から起算して以下の期間と
させていただきます。

製製製品品品 保保保証証証期期期間間間

ミッドサイズ歩行式芝刈機 2 年間**

•バッテリー 2年間

•アタッチメント 2年間

GrandStandTM 芝刈機 5 年間または 1200 運転時間*

•エンジン 2 年間**

•フレーム 製品寿命まで（当初の購入者のみ）***

•バッテリー 1 年間

•アタッチメント 1 年間

Z Master® Z400, Z500 芝刈機 4 年間または 1200 運転時間*

•エンジン 2 年間**

•フレーム 製品寿命まで（当初の購入者のみ）***

•バッテリー 1 年間

•アタッチメント 1 年間

Z Master® G3 芝刈機 5 年間または 1200 運転時間*

•エンジン 2 年間**

•フレーム 製品寿命まで（当初の購入者のみ）***

•バッテリー 1 年間

•アタッチメント 1 年間

*いずれか早く到達した方を採用します。

**トロ社 LCE 製品の中には、エンジンの保証をエンジン・メーカーが行なっているものがあります。

***フレームについての生涯保証： 部材を相互に溶接してエンジンなどの構成機器を搭載しているト

ラクタ・メイン・フレームに、通常の使用によって割れや折れなどの破損が発生した場合には、パー

ツ代金や作業料金をご負担いただくことなく、製品保証によって修理または交換いたします。不適

切な使用、無理な使用によるフレームの破損や使用間違いまたは錆や腐食の発生によって必要

になった修理には本保証は適用されません。

修理に必要となるパーツ代金および作業代金は本保証に含まれますが、
機械の搬送費用はお客様のご負担となります。

保保保証証証請請請求求求手手手続続続ききき

お客様が所有するToro製品に材質上または製造上の欠陥が存在すると思
われた場合には、以下の手続きを行ってください：

1. 販売店にご連絡ください。販売店に連絡することが不可能な場合には、
Toro正規代理店にご連絡ください。

2. ご購入の日を証明する書類（レシート）とともに、サービス･ディーラーの
修理工場に製品をお送りください。

3. サービス･ディーラーの診断やサービス内容にご満足いただけない場合
は以下にご相談ください：

RLC Customer Care Department

Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

001-952-948-4650

代理店一覧表をご覧ください.

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

お客様は、オペレーターズマニュアル に記載されている保守整備手順に
よって、お客様が保有される Toro 製品の保守を実行する責任があります。
これらの保守作業はディーラーまたはお客様が行うことができますが、費
用はお客様のご負担となります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

上記の他、製品によっては排ガス保証およびエンジン保証が
ありますが、これらの保証が明示的保証のすべてとなります。
以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• 通常の保守整備に必要なパーツや消耗部品、例えばフィルタ、燃料、
潤滑剤、チューンアップ部品、ブレードの研磨費用、ブレーキやクラッ
チの調整費用。

• 改造や誤使用、通常の摩損、事故、整備不良などを原因とする故障
や不具合。

• 不適切な燃料の使用、燃料システムの汚染、または3ヶ月以上の長期
保管前に行うべき整備が不適切だったために発生した不具合。

• 本保証の下で行われる修理はすべて Toro のサービス･ディーラーが
Toro の承認した部品を使用して実施するものとします。

そそそののの他他他

ご購入者様は、居住国の法律により保護されています。本保証は、これらの
法律によって保護されるご購入者の権利を制限するものではありません。
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